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今月の主な内容
Ｐ2　『第26回巨木を語ろう全国フォーラム静岡in伊豆』
Ｐ4　保育園児の新規募集、継続入所・転園
　　 幼稚園児の新規募集、転園の受け付け開始！！

P7　高齢者の皆さん　インフルエンザ予防接種
　　 が一部負担で受けられます
P8　『健口』から『健康』へそして『健幸』生活

海辺で見つけた
　　        小さな秋



〜
巨
樹
巨
木
と
森
の
文
化
を
未
来
に
つ
な
ぐ
〜

『
第
２６
回
巨
木
を
語
ろ
う

　全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
静
岡
in
伊
豆
』

　
１１
月
１５
日（
金
）〜
１７
日（
日
）の
３
日
間
、天
城
会
館
を
中
心
に『
第
26
回
巨

木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
静
岡
in
伊
豆
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。巨
樹
・
巨
木

を
通
じ
て
伊
豆
市
の
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
を
情
報
発
信
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、皆
さ
ん
に
も
地
元
の
素
晴
ら
し
い
自
然
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
す
。全
国
巨
樹
・
巨
木
林
の
会
、会
員
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
が
、１６
日（
土
）の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
観
光
交
流
課
☎（
７２
）９
９
１
１

巨
木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
は
？

　
全
国
の
巨
樹
・
巨
木
林
の
姿
が
明
ら
か
に

な
っ
た
１
９
８
８
年
の
調
査
を
契
機
に
、巨

樹
・
巨
木
林
を
通
し
て
身
近
な
自
然
を
見
直

す
気
運
が
高
ま
り
ま
し
た
。同
年
秋
に『
第

１
回
巨
木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
』が

兵
庫
県
柏
原
町
で
開
催
さ
れ
、以
後
毎
年

各
地
の
自
治
体
に
よ
っ
て
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、こ
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

決
定
を
受
け
、昨
年
の
９
月
に
市
長
が
発
起

人
と
な
り
、実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
準
備

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

全
国
巨
樹
・
巨
木
林
の
会
と
は
？

　
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
重
ね
る
中
で
巨
樹

を
愛
す
る
人
た
ち
の
交
流
が
進
ん
で
い
き

ま
し
た
。

　
１
９
９
３
年
に
巨
樹
・
巨
木
林
を
愛
す
る

人
々
の
輪
を
広
げ
、全
国
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
環
境
省
の

任
意
団
体
と
し
て
、全
国
巨
樹
・
巨
木
林
の

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、全
国
巨
樹
・
巨

木
林
の
会
設
立
２０
年
目
の
節
目
の
大
会
で

も
あ
り
ま
す
。

本フォーラムのシンボルツリー　
である樹齢約500年、樹高53ｍ
の『天城の太郎スギ』

本フォーラムのシンボルツリー　
である樹齢約500年、樹高53ｍ
の『天城の太郎スギ』

巨木とは？
巨木の環境省全国調査測定基準は、
①胸高（地上1.3ｍ）で幹回りが3ｍ以上ある樹を巨
　木といいます。また5ｍ以上ある樹を巨樹として
　区別しているところもあります。
②株立ちしているものは、各幹回りの合計が3ｍ以
　上あり、かつ最大幹回りが2ｍ以上ある樹を巨木
　といいます。

11/15
（金）

11/1７
（日）

11/16
（土）

ウ
ェ
ル
カ
ム
ツ
ア
ー

『
第
２６
回
巨
木
を
語
ろ
う

　全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
静
岡
in
伊
豆
』

と
こ
ろ
／
天
城
会
館

１２
時
／
受
付
開
始

１３
時
１５
分
／
開
会　
開
会
宣
言
、歓
迎
の
辞
、来
賓
挨
拶

１３
時
３０
分
〜
１４
時
３０
分
／

　
基
調
講
演　
常
葉
大
学
社
会
環
境
学
部　
教
授　
山
田 

辰
美
氏

１４
時
４５
分
〜
１５
時
３５
分
／
活
動
報
告

　
①『
自
然
界
の
母
な
る
木
ブ
ナ
』作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
朗
読

　
　
修
善
寺
南
小
学
校　
小
川 

舞
也
さ
ん

　
②『
マ
メ
ザ
ク
ラ
保
護
活
動
に
つ
い
て
』

　
　
中
伊
豆
中
学
校　
生
徒
代
表

　
③『
シ
カ
柵
設
置
後
の
植
生
調
査
に
つ
い
て
』

　
　
天
城
中
学
校　
生
徒
代
表

　
④『
伊
豆
半
島
ジ
オ
と
植
生
に
つ
い
て
』

　
　
伊
豆
総
合
高
等
学
校　
自
然
科
学
部

　
⑤『
富
士
山
南
面
森
林
調
査
活
動
成
果
報
告
』

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
富
士
山
ネ
ッ
ト　
事
務
局
次
長　
大
井 

英
明
氏

　
⑥『
静
岡
県
に
お
け
る
巨
樹
巨
木
の
会
活
動
報
告
』

　
　
静
岡
県
巨
樹
と
森
林
文
化
の
会　
理
事　
杉
山 

隆
章
氏

　
⑦『
天
城
の
太
郎
杉
の
保
全
活
動
に
つ
い
て
』

　
　
伊
豆
森
林
管
理
署　
職
員

１６
時
５０
分
／
閉
会　
大
会
宣
言
、大
会
旗
引
き
継
ぎ（
次
開
催
地
群
馬
県
へ
）

１７
時
３０
分
／
交
流
会　※

全
国
巨
樹
・
巨
木
林
の
会
会
員
限
定

※

全
国
巨
樹
・
巨
木
林
の
会
、会
員
限
定

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

※

主
催
／
第
２６
回
巨
木
を
語
ろ
う
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム
静
岡
in
伊
豆
実
行
委
員
会

共
催
／
全
国
巨
樹
・
巨
木
林
の
会

後
援
／
環
境
省
自
然
環
境
局
生
物
多
様
性
セ

ン
タ
ー
、関
東
森
林
管
理
局
、伊
豆
森
林
管
理

署
、一
般
社
団
法
人
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
、静
岡
県
、静
岡
県
巨
樹
と
森
林

文
化
の
会
、静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
、伊

豆
市
、伊
豆
市
教
育
委
員
会
、一
般
社
団
法

人
伊
豆
市
観
光
協
会
、伊
豆
市
商
工
会
、田

方
森
林
組
合
、伊
豆
魅
力（
三
力
）プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、天
城
を
守
る
会
、天
城
山
の
自
然
を
守

り
育
て
る
会
、天
城
自
然
ガ
イ
ド
ク
ラ
ブ
、Ｎ

Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局
、㈱
静
岡
第
一
テ
レ
ビ
、静

岡
新
聞
社
・
静
岡
放
送
、静
岡
朝
日
テ
レ
ビ
、

㈱
テ
レ
ビ
静
岡
、伊
豆
新
聞
、熱
海
新
聞
、伊

豆
日
日
新
聞

協
賛
／
公
益
社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構

本フォーラム開催に併せて
巨木巡りツアー計画中！！

　11月上旬に市民の皆さんが参加することのできる、巨木めぐりツアーを計画し
ています。市内には、県の天然記念物に指定されている巨木が9本、市の天然記
念物に指定されている巨木が14本あります。
　ツアーの詳細については決まり次第、ホームページなどで紹介します。ご不明
な点がありましたら、観光交流課までお問い合わせください。

入
場
無
料
で
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま
す
！

コ
ー
ス
／

○
人
と
共
に
歴
史
を
歩
ん
だ
巨
木
を
巡
る

　
コ
ー
ス

○
皮
子
平
〜
天
城
の
秘
境
・
天
城
一
の
ブ
ナ

　
と
の
出
会
い
コ
ー
ス

○
地
球
の
歴
史
に
触
れ
る
旅
コ
ー
ス

○
伊
豆
半
島
巨
木
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に
触
れ

　
る
旅
コ
ー
ス

料
金
／
４
千
円（
昼
食
、保
険
料
含
む
）

※

エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、団
体
の
遊
覧
旅
行
、小

旅
行
の
こ
と
で
す
。こ
ち
ら
は
全
国
巨
樹
・
巨
木

林
の
会
会
員
優
先
で
、会
員
の
皆
さ
ん
は
、９
月
３０

日
（
月
）ま
で
が
申
し
込
み
期
限
と
な
っ
て
お
り
、そ

の
応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、市
民
の
皆
さ
ん
も
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。追
加
募
集
に
な
り
ま
し
た

ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

幹回り幹回り合計

1.3m1.3m 胸
高

胸
高

2013 . 105 2013 . 103



子育てinfomation

　平成26年４月から、新たに市内の保育園・幼稚園に新規入園を希望する人と、
現在保育園に通園されている人で、来年度も継続する人、ほかの園へ転園を希
望する人の申し込みを受け付けます。
　また、平成26年度中に育児休暇が終了するなどの理由で、平成26年度途中の
入所を希望する保護者の人も今回、忘れずにお申し込みください。

問合せ／こども課☎（７２）9864

保育園名 

熊坂保育園 

土肥こども園

修善寺東保育園 

しゃくなげ保育園 

さくらこども園

橘保育園

修善寺保育園

こども園あゆのさと
保育園部

電話番号 開園時間 郵便番号
住所

〒 410-2411
熊坂 426

〒 410-2416
修善寺 3230-1

〒 410-2502
上白岩 784

〒 410-3215
月ケ瀬 406
〒 410-2505
八幡 521

〒 410-3302
土肥 665-26

〒 410-2405
加殿 72-1

〒 410-2407
柏久保 1309

（72）1741 

（72）1740 

（72）1748

（83）0203 

（83）0132 

（85）2209 

（98）0228 

（72）1404 

7 時 30 分～ 18時

通常
7時～ 18時
延長
18時～ 18時 30分

乳幼児
受入年齢

満 1歳～

　 0 歳
（8カ月～）

満 3歳～

　 0 歳
（2カ月～）

公

　
　

立

私

　

立

【入園資格】
　児童の保護者が次の①～⑥のいずれかに該当するため、児童の
保育をすることができず、ほかの同居の親族なども児童の保育がで
きない場合。
①通常昼間、児童の保護者が家庭の外で仕事をしている場合。
②通常昼間、児童の保護者が家庭で児童と離れて、日常の家事以
　外の仕事をしている場合。
③母が妊娠中、または出産後間もないとき。
④保護者が病気、または心身に障がいがある場合。
⑤児童の家庭に、長期にわたる病人や心身に障がいのある人がい
　るため、保護者がいつもその看護にあたっているとき。
⑥火災や風水害、地震そのほかの災害の復旧にあたっているとき。

【受付期間】　
10月7日（月）～10月31日（木）　
8時30分～17時15分

【申し込み方法】
　入所申込書などに必要事項を記入し提出し
てください。　
※入所申込書類は、こども課および各支所、市
　内各保育園、こども園に用意してあります。

【提出先】
こども課および各支所　

【保育料】
　児童の保護者または世帯の所得税額（住民
税額）で決定します。

　現在通園中で平成26年度も
継続して通園を希望する場合
は、１月以降に所得税が確認で
きる書類、勤務証明などを提
出していただく予定です。

※修善寺東保育園は熊坂保育園で、橘
保育園はさくらこども園で土曜日保
育を行います。
※修善寺保育園とあゆのさと保育部
では、保護者の勤務時間や通勤時間
の事情に応じて、保育時間の延長が
実施されており、延長保育時間は18
時～18時30分です。

【入園資格】
○市内に住所を有する幼児
○入園できる年齢
　・３歳児（平成22年4月2日～平成23年4月1日生まれ）
　・４歳児（平成21年4月2日～平成22年4月1日生まれ）
　・５歳児（平成20年4月2日～平成21年4月1日生まれ）

【受付期間】
10月7日（月）～10月31日（木）8時30分～17時15分
※幼稚園へ直接提出する場合は17時まで

【申し込み方法】
　入園願書に必要事項を記入し提出してください。　
※入園願書は、こども課および各支所、市内各幼稚園、
　こども園に用意してあります。

【提出先】
こども課および各支所、市内各幼稚園　

【保育時間】　　　
8時30分～14時まで

【預かり保育】
　保育の実施日で、保育時間終了後から18時までの間、
保育料は２時間300円

　保護者の傷病、災害、事故、看護、介護、冠婚葬祭など
社会的にやむを得ない事由または私的理由により一時
的に家庭保育が困難となる児童が対象です。
　緊急保育以外での利用は週3日以内、月15日以内で
の利用となります。
＜実施園＞
★公立園：さくらこども園、土肥こども園、修善寺東保育園
☆私立園：修善寺保育園、こども園あゆのさと
＜利用申し込みについて＞
★公立園の場合
　①随時申請書受け付け
　　（できるだけ早めの申し込みをお願いします）
　②申込書提出先　　　
　　（こども課または各支所窓口に提出）　
　③提出書類　　　　　
　　（入所申込書、勤務証明書（必要に応じて））
☆私立園の場合
　園に直接申し込みをお願いします。
　○修善寺保育園☎（72）1748
　○こども園あゆのさと☎（72）1740
＜利用料金について＞
４時間未満：900円（給食利用の場合1,800円）
４時間以上：1,800円（給食費・おやつ代含む）
※公立・私立同じ金額です。

　

　子どもの体調が悪いけど、仕事が休めない。預かって
くれる人もいない。そんなときにお子さんをお預かりし
ます。
＜対象児童＞満６カ月～小学校３年生の児童
＜利用できる日＞
月曜日から金曜日（祝日、年末年始を除く)
＜利用料金（1日当たり）＞
○前年度住民税課税世帯2,000円　○前年度住民税非
課税世帯1,000円　○生活保護世帯０円
※申し込みの状況により、お預かりできない場合があり
　ます。
①病児保育<うりぼう保育室>
　ところ／伊豆赤十字病院横ベルメゾン１階
　対象疾患／病状が回復期に至っていない期間（発熱、
　下痢、インフルエンザ、骨折、おたふく風邪、水ぼうそ
　うなど）
　利用時間／8時30分～伊豆赤十字病院小児科受診、
　その後保育開始～18時まで（※受診料は実費負担）
　持ち物／利用申請書、保険証、昼食、おやつ、飲み物、
　着替え、タオル、薬　など
　申込み・問合せ／こども課☎（７２）９８６４
　※申し込みはできるだけ前日までにお願いします。
②病後児保育<こども園あゆのさと>
　ところ／こども園あゆのさと園内
　対象疾患／病気の回復期にあり､集団保育が困難な
　期間（風邪、消化不良、喘息、骨折など）
　※体温が38℃以上あるとき、感染症のときはお預り
　　できません。
　利用時間／8時30分～17時30分
　持ち物／着替え、タオル、薬　など
　申込み・問合せ／こども園あゆのさと☎（７２）１７４０

一時保育をご存じですか？ 病児・病後児保育をご存じですか？

【通学区域外の園へ新規入園、転入、継続を希望する人へ】
　申し込み受け付け終了後、入園希望者が施設の受け入れ定員を超えた場合、『小中学校通学区域を指定する規
則』に該当する園児の入園を優先させていただく場合がありますので、ご了承ください。

保育園児の新規募集、継続入所・転園
幼稚園児の新規募集、転園の受け付け開始！！

※注意事項※

保　育　園

公

立

立
私

さくらこども園 〒 410-2505
八幡 521 （83）0132 

幼稚園名 電話番号 郵便番号
住所

土肥こども園 〒 410-3302
土肥 665-26 （98）0228 

こども園あゆのさと
幼稚園部

〒 410-2407
柏久保 1309 （72）1740 

狩野幼稚園

湯ケ島幼稚園

〒 410-3213
青羽根 65-1

〒 410-3206
湯ケ島 161-1

（87）0800 

（85）0406 

幼　稚　園

【月額費用】
○授業料　5,000円
○給食費　3,300円

平成26年度　
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　昨年度まで『伊豆半島横断サイクリング』として開催してきましたが、
今年度からコース名称を変更し、『富士山世界文化遺産登録記念伊豆半
島富士山眺望サイクリング』として９月８日（日）に開催する予定でした。
しかし、サイクリング当日はあいにくの雷雨により中止となりました。
　前日の９月７日（土）は、天候に恵まれ予定どおりサイクリング参加者特
別企画として『日本競輪学校生徒の日常生活体験』を開催しました。３３
歳から７５歳までの参加者32人は、競輪学校での昼食、400mピスト走行
やローラー体験など普段味わえない競輪学校での訓練体験と競輪学校
生徒との交流を楽しみました。
　来年度も競輪学校体験、サイクリングを開催しますので、皆さんの参
加をお待ちしています。

問合せ／観光交流課☎(72)9911

日ごろ入ることのできない寮の中を見学日ごろ入ることのできない寮の中を見学 競輪学校の生徒の皆さんと一緒に昼食を食べ、交流を深めました競輪学校の生徒の皆さんと一緒に昼食を食べ、交流を深めました

風を感じ、さっそうと走行する参加者たち風を感じ、さっそうと走行する参加者たち

インフルエンザが流行
る前（12月ごろまで）に
接種することをオススメ
します！

いざ、トラックへ！！いざ、トラックへ！！

競輪学校の女子生徒にサポートしてもらい、
ローラー体験
競輪学校の女子生徒にサポートしてもらい、
ローラー体験

青山内科クリニック
伊豆赤十字病院
小山田医院
紀平クリニック
修善寺クリニック
すずき耳鼻咽喉科小児科
大和堂医院
南雲整形外科クリニック
今野医院
リハビリテーション中伊豆温泉病院
中伊豆リハビリテーションセンター
中村医院
中島病院
伊豆慶友病院
加藤内科
佐藤医院
世良田医院
西伊豆病院附属土肥クリニック

浅井外科医院
伊豆函南鈴木泌尿器科クリニック
伊豆函南セントラル病院
伊豆平和病院
ＮＴＴ東日本伊豆病院
おりた内科小児科
函南医院
函南さくらクリニック
函南平出クリニック
蛇ヶ橋クリニック
杉田整形外科
高橋クリニック
根津クリニック
三島マタニティクリニック
山口医院
リウトピアクリニック

伊豆医療福祉センター
伊豆長岡小児クリニック
伊豆韮山温泉病院
岸クリニック
健院伊豆の国
野内科医院
杉本医院
韮山医院
花の丘診療所
伊豆長岡第一クリニック
古奈温泉クリニック
江間クリニック
慈広会記念病院
順天堂大学附属順天堂静岡病院
長岡リハビリテーション病院
あおきクリニック
伊豆保健医療センター
大仁医院西脇内科
大仁クリニック
大仁耳鼻咽喉科医院
田京診療所
つちやクリニック
村田内科クリニック
矢田レディースクリニック

（74）2111
（72）2148
（72）3125
（72）5521
（72）7272
（72）0902
（72）0015
（72）3111
（75）7050
（83）3333
（83）2111
（83）0396
（87）0333
（85）1701
（98）0012
（99）0005
（98）1591
（99）1234

055（978）8760
055（970）2450
055（974）0131
055（974）1355
055（978）2320
055（978）7622
055（978）3023
055（979）1666
055（978）1366
055（970）0555
055（970）2511
055（977）1121
055（979）6166
055（979）0192
055（978）2011
055（970）1000

055（949）1165
055（949）1321
055（949）1466
055（949）7770
055（949）8880
055（940）2355
055（949）2222
055（949）1036
055（949）6886
055（947）2665
055（948）1038
055（947）1238
055（947）0511
055（948）3111
055（948）0555
（75）0303
（76）0111
（76）3712
（76）2556
（76）4187
（76）3201
（77）１５11
（76）8866
（76）4550

<伊豆市>

<伊豆の国市>

<函南町>

委託医療機関

　インフルエンザは、普通の風邪のようなのどの痛み、鼻水、
咳などの症状もありますが、38℃以上の高熱、頭痛、関節痛、
筋肉痛などの全身症状が特徴です。
　ただし、高齢者の場合、
症状が出にくいため発症
に気付かず、肺炎などの合
併症を起こすことが多く
なります。
　予防は、日ごろの健康
管理(うがい・手洗い、十分
な栄養と休養など)そし
て、予防接種が有効です。

対
象
／
伊
豆
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

①
接
種
時
点
で
６５
歳
以
上
の
人

②
接
種
時
点
で
６０
歳
以
上
６５
歳
未
満
で
、心

臓
、腎
臓
も
し
く
は
呼
吸
器
の
機
能
に
日

常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度

の
障
が
い
を
有
す
る
人
、お
よ
び
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
日

常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
障
が
い
を

有
す
る
人

接
種
期
間
／

１０
月
１
日（
火
）〜
平
成
２６
年
２
月
２８
日（
金
）

持
ち
物
／

健
康
保
険
証
、自
己
負
担
金（
千
円
）

接
種
方
法
／

○
左
記
の
委
託
医
療
機
関
で
行
い
ま
す
。事
前

　
に
電
話
で
確
認
の
上
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

○
医
療
機
関
に『
予
診
票
』が
置
い
て
あ
り
ま
す

　
の
で
、必
要
事
項
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※

順
天
堂
大
学
静
岡
病
院
に
は
、『
予
診
票
』が

　
置
い
て
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、健
康
増
進
課
ま
た

　
は
各
支
所
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※

三
島
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、女
性
の
み
、

　
伊
豆
長
岡
第
一
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
、透
析
患
者
の

　
み
接
種
で
き
ま
す
。

そ
の
他
／

○
医
師
と
よ
く
相
談
し
、体
調
の
良
い
と
き
に

　
受
け
ま
し
ょ
う
。

○
左
記
委
託
医
療
機
関
以
外
の
県
内
医
療
機
関

　
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、事
前
に
健

　
康
増
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高齢者の皆さん

インフルエンザ予防接種が
一部負担で受けられます

問合せ／健康増進課☎（72）9861

富士山世界文化遺産登録記念
伊豆半島富士山眺望サイクリング
フォトリポート

富士山世界文化遺産登録記念
伊豆半島富士山眺望サイクリング
フォトリポート
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毎
年
、６５
歳
以
上
で
介
護
保
険
を
申
請

し
て
い
な
い
奇
数
年
齢
者
を
対
象
に
心
と

体
の
状
況
を
把
握
し
、介
護
予
防
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
２４
年
度
に
回
答
の
あ
っ
た
４
１
０
７

人
の
結
果
を
見
る
と
、口
腔
機
能
が
低
下
し

て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
人
は
６
７
５
人
で
、

全
体
の
１６
・４
％
に
当
た
り
ま
し
た
。

口
の『
寝
た
き
り
』を
予
防
し
よ
う
！

　
歯
が
悪
い
か
ら
と
い
っ
て
軟
ら
か
い
も
の

ば
か
り
食
べ
て
い
た
り
、外
に
出
る
の
が
面
倒

で
人
と
話
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
り

…
…

。

　
こ
の
よ
う
な
消
極
的
な
行
動
を
と
っ
て
い
る

と
、口
腔
機
能
は
ど
ん
ど
ん
衰
え
、口
の『
寝
た

き
り
』に
な
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り
ま
す
。

口
の『
寝
た
き
り
』に
な
る
と
、生
活
の
さ
ま
ざ

ま
な
部
分
で
支
障
が
出
て
く
る
た
め
、十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。

　
口
腔
ケ
ア
を
し
て
口
の『
寝
た
き
り
』を
予

防
し
ま
し
ょ
う
。

口
腔
ケ
ア
と
は
？

こ
ん
な
人
は
要
注
意
！

口
腔
の
細
菌
が
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
！

　
高
齢
に
な

る
と
身
体
機

能
や
免
疫
力

が
低
下
す
る

た
め
、
風
邪

や
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
肺

炎
な
ど
の
感

染
症
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。中
で
も

肺
炎
は
、高
齢
者
の
死
亡
原
因
の
第
３
位
、

９
人
に
１
人
が
肺
炎
で
亡
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
高
齢
者
に
多
い
の
は『
誤
嚥
性
肺
炎
』と

い
っ
て
、食
べ
か
す
な
ど
か
ら
繁
殖
し
た
口

の
中
の
細
菌
を
、知
ら
な
い
う
ち
に
気
道
か

ら
肺
へ
吸
い
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
よ
り
起

こ
る
肺
炎
で
す
。こ
の
よ
う
な
病
気
を
防
ぐ

た
め
に
も
、口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。

『
歯
っ
ぴ
い
歯
科
教
室
』開
催
！

　
市
で
は
、１０
月
下
旬
か
ら
約
３
カ
月
間
で

計
６
回『
歯
っ
ぴ
い
歯
科
教
室
』を
開
催
し
ま

す
。歯
科
検
診
や
歯
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、

専
門
家
に
よ
る
運
動
な
ど
を
取
り
入
れ
た

『
知
っ
と
く
・
納
得
』の

教
室
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
人
、口

腔
機
能
に
自
信
が
な

い
人
な
ど
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

　

　
健
康
維
持
の
た
め
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
運
動
を
し
て
い
る
と
い
う
人
は
多

い
の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
体
は
動
か
し
て
い
て
も
、口
が『
寝
た
き
り
』

で
は
、健
康
維
持
は
で
き
ま
せ
ん
。こ
こ
で
は
、口
の
中
を
清
潔
に
保
つ
こ
と
の

大
切
さ
、重
要
性
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎（
７２
）９
８
６
０

□　固い物が食べにくくなった。
□　お茶や汁物でむせることが
　　多くなった。
□　口の渇きが気になる。

あなたの
口腔機能チェック

上記3項目中2項目に該当する
場合、口腔機能が低下している
と判断します。

▲虫歯を放った
ままにしている

▲口の中が不衛生 ▲よくむせる ▲人と話す機会
がない

▲合っていない
入れ歯を我慢し
て使っている

▲固いものを食
べない

○低栄養状態、脱水
○食べ物や異物を気管内
　に飲み込んでしまう
○運動能力の低下
○生きる楽しみの消失

体は動いても口は『寝たきり』に！

放っておくと
　　　　…！
放っておくと
　　　　…！

▲口の手入れ
（歯磨き、うがいなど）

▲口腔の体操
（舌、くちびる、ほお、
のどの筋肉を動かすこと）

がんその他

不慮の事故

老衰

脳血管疾患

心疾患

【65歳以上の死亡原因】
※平成24年人口動態調査より

肺炎肺炎

『障害者福祉相談会』のお知らせ

　障害者相談支援事業所の相談員が、障がいのある人
やそのご家族などの悩みに応じます。
　相談者と一緒に問題を考え、関係機関と連携しながら、
問題解決を図ります。相談のある人は直接、障害者相談
支援事業所にご連絡をいただくか、社会福祉課へお問い
合わせください。

とき／10月28日（月）、11月25日（月）、12月16日（月）、
平成26年1月27日（月）、2月24日（月）、3月24日（月）
13時30分～15時
ところ／生きいきプラザ
問合せ／社会福祉課☎（72）9863
※偶数月：障害者生活支援センターなかいずリハ
　　　　 ☎（83）2195
　　　　 在宅障害者サポートセンターふがく
　　　　 ☎0550（87）0259
　奇数月：サポートセンターゆめワーク
　　　    ☎（75）5600
　　　　 伊豆医療福祉センター
　　　　 ☎055（949）1418

私たち
5人が皆さんの相談にお応えします。
お気軽にご相談ください。

とき／１１月5日（火）13時～15時
ところ／生きいきプラザ
その他／
○申し込みは不要です。
○駐車場に限りがあるので、乗り合わせや公共交通機関で
ご来場ください。
問合せ／社会福祉課☎（72）9863

　障がいのある人が企業の力になるために、本人が、家族
が、企業が、何をしたら良いか一緒に考えてみませんか？

＜講師＞
株式会社三越伊勢丹ソレイユ

代表取締役社長

四王天 正邦 氏

　1980年、株式会社伊勢丹入社。マネージ
ャー、外商部、人事部などを経て2004年か
ら伊勢丹の特例子会社である伊勢丹ソレイ
ユ（現三越伊勢丹ソレイユ）の設立にかか
わり、現在60人以上の障がい者を擁する同
社を率いている。

ご
　 

え
ん

『障害者が地域で企業戦力
として働くために』

講演会のお知らせ（入場無料）

～障がいがあり、日常の生活で
お困りになっていることはありませんか？～

サポートセンターゆめワーク
中野さん

〜
清
潔
な
口
の
中
は
元
気
の
源
〜

け
ん
こ
う

け
ん
こ
う

け
ん
こ
う

11.0％11.0％

障害者生活支援センターなかいずリハ
梅原さん

伊豆医療福祉センター
杉本さん

在宅障害者サポートセンターふがく
湯山さん

在宅障害者サポートセンターふがく
今野さん

サポートセンターゆめワーク
中野さん

障害者生活支援センターなかいずリハ
梅原さん

伊豆医療福祉センター
杉本さん

在宅障害者サポートセンターふがく
湯山さん

在宅障害者サポートセンターふがく
今野さん

サポートセンターゆめワーク
中野さん

 しおうでん　　まさくに

『
健
口
』か
ら『
健
康
』へ 

そ
し
て『
健
幸
』生
活
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▲鈴木沙織さん、山岸未来さん、山岸真優さん、山下珠里さん（左から順）

 

全
国
大
会
初
出
場
！

野
球
が
大
好
き
な
『
野
球
少
女
』
た
ち

　

8
月
17
日
（
土
）か
ら
東
京
都
内
で
開
催
さ
れ
た

全
国
大
会『
Ｎ
Ｐ
Ｂ
ガ
ー
ル
ズ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
２
０
１

３
』に
、静
岡
県
代
表
と
し
て
出
場
し
た
女
子
学
童
野

球
チ
ー
ム『
静
岡
イ
ー
ス
ト
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
』の
市
内

選
手
4
人
が
、8
月
１４
日（
水
）に
市
役
所
本
庁
を
訪

れ
、市
長
に
大
会
出
場
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

選
手
た
ち
は
、「
静
岡
県
の
代
表
と
し
て
優
勝
で
き

る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
！
」
な
ど
選
手
一
人
一
人
が

市
長
に
大
会
で
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。　

伊
豆
市
総
合
防
災
訓
練

も
し
も
の
と
き
に
備
え
て

▲多くの市民が参加して一緒に考えた『トリアージ』の様子

中
伊
豆
は
『
巨
峰
』
発
祥
の
地
！

▲たわわに実った『巨峰』に思わず見とれる児童たち

　

8
月
30
日（
金
）、中
伊
豆
小
学
校
の
4
年
生
61
人

が
、校
庭
の
ブ
ド
ウ
棚
で『
巨
峰
』の
収
穫
を
行
い
ま

し
た
。

　

児
童
た
ち
は
ま
ず
袋
を
外
し
、鮮
や
か
な
紫
に
色

付
い
た
大
き
な
房
が
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
の
を
確

認
す
る
と
、数
房
摘
ん
で
み
ん
な
で
試
食
し
ま
し
た
。

「
甘
い
！
」、「
お
い
し
い
！
」な
ど
そ
の
味
に
大
満
足

の
児
童
た
ち
は
、そ
の
後
は
さ
み
を
使
っ
て
一
房
ず
つ

丁
寧
に
収
穫
し
ま
し
た
。

　

9
月
1
日（
日
）、伊
豆
市
総
合
防
災
訓
練
が
市
内

各
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。修
善
寺
南
小
学
校
体
育
館

で
は
、柏
久
保
区
・
駅
前
区
合
同
の
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
、約
５
４
０
人
が
集
ま
り
、避
難
所
に
医
師
な
ど

が
到
着
で
き
な
い
場
合
に
行
う
市
民
に
よ
る『
ト
リ

ア
ー
ジ（
※
）』な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
判
定
に
時
間
が
掛
か
る
場
面
も
見
ら
れ

ま
し
た
が
、徐
々
に
慣
れ
て
き
た
参
加
者
た
ち
は
意

見
を
出
し
合
い
、『
ト
リ
ア
ー
ジ
』へ
の
理
解
を
深
め

る
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

元
気
い
っ
ぱ
い
収
穫
！

▲工事の安全を参加者全員で祈願

『
天
城
の
杜
』
起
工
式

自
然
豊
か
な
場
所
に

　

8
月
29
日（
木
）、湯
ケ
島
地
区
の『
い
の
し
し
村
』

跡
地
に
整
備
を
進
め
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『
天
城
の
杜
』の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
に
は
、事
業
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法
人
愛
誠
会

を
は
じ
め
、市
、市
議
会
、地
元
関
係
者
、施
工
者
な
ど

約
30
人
が
出
席
し
、神
事
な
ど
に
よ
り
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。愛
誠
会
の
岡
村
幸
彦
理
事
長
は
、

「
今
ま
で
培
っ
た
介
護
や
福
祉
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

民
間
の
知
恵
を
絞
り
、地
域
の
役
に
立
て
る
よ
う
な
施

設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲屋根と柱には中伊豆中学校のイメージカラーである緑を使用

笑
顔
で
完
成
を
祝
う

中
伊
豆
中
学
校
体
育
館
落
成
式

　

8
月
29
日（
木
）、中
伊
豆
中
学
校
で
体
育
館
の
落
成

式
が
行
わ
れ
、全
校
生
徒
１
６
７
人
と
来
賓
約
40
人
が

集
ま
り
、施
設
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
、3
年
生
の
森
嶋
り
か
さ
ん
が

「
こ
の
体
育
館
で
友
達
と
一
緒
に
汗
を
流
し
、涙
を
流

し
、歌
を
う
た
い
、仲
間
と
の
思
い
出
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。そ
の
後
、全
員
で
校
歌

を
斉
唱
し
、市
長
や
生
徒
代
表
な
ど
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

し
、完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

8
月
23
日
（
金
）か
ら
浜
松
市
な
ど
で
開
催
さ
れ

た
全
国
中
学
校
体
育
大
会（
全
中
）に
出
場
し
た
修

善
寺
中
学
校
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
3
年
生
9

人
が
、8
月
19
日（
月
）に
市
役
所
本
庁
を
訪
れ
、市

長
に
大
会
出
場
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、「
個
の
力
が
ど
こ
ま
で
通
用
す
る
の

か
全
力
で
プ
レ
ー
し
た
い
」、「
県
の
代
表
と
し
て
恥

ず
か
し
く
な
い
試
合
を
し
た
い
」
な
ど
一
人
一
人
が

大
会
で
の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

全
国
の
舞
台
で
活
躍
誓
う

静
岡
県
の
代
表
と
し
て

▲市長の話を真剣に聞く選手たち

も
り

（
※
）多
数
の
負
傷
者
が
出
る
災
害
時
な
ど
に
、負
傷
者
を
選
別
し
、

治
療
や
搬
送
の
優
先
順
位
を
付
け
る
行
為
。



　
修
善
寺
東
小
学
校
で
は
、今
年

度
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
目
標
と
し
て

次
の
２
つ
を
設
定
し
ま
し
た
。

①
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
観
点
か
ら
、

　
多
く
の
人
た
ち
と
触
れ
合
う
中

　
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
や
考

　
え
方
を
感
じ
、将
来
の
自
分
を

　
見
つ
め
る
機
会
に
す
る
。

②
生
涯
学
習
を
視
野
に
入
れ
て
、

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
活
動
を
よ

　
り
多
く
体
験
す
る
。

　
開
設
ク
ラ
ブ
は
、『
お
茶
』、『
そ

ば
打
ち
』、『
竹
細
工
』、『
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
』、『
自
然
体
験
』で
、

４
・
５
・
６
年
生
を
５
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
す
べ
て
の
活
動
を
体
験

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。講
師

に
は
、地
域
在
住
の
人
や
伊
豆
森

林
管
理
署
の
職
員
に
依
頼
し
て
お

り
、カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
的
体

験
が
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

　『
お
茶
』で
は
、畳
の
上
で
お
茶

を
た
て
、茶
道
の
作
法
を
学
び
ま

す
。『
そ
ば
打
ち
』で
は
、準
備
か

ら
完
成
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
作
業

が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。『
竹

細
工
』で
は
、小
刀
を
使
っ
て
素
敵

な
一
輪
挿
し
を
作
り
ま
す
。『
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
』で
は
、お
年
寄
り

　
修
善
寺
東
小
学
校
で
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、今
年

度
の
ク
ラ
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の
目
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と
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次
の
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設
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ま
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た
。

①
キ
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の
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、

　
多
く
の
人
た
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と
触
れ
合
う
中

　
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
や
考

　
え
方
を
感
じ
、将
来
の
自
分
を

　
見
つ
め
る
機
会
に
す
る
。

②
生
涯
学
習
を
視
野
に
入
れ
て
、

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
活
動
を
よ

　
り
多
く
体
験
す
る
。

　
開
設
ク
ラ
ブ
は
、『
お
茶
』、『
そ

ば
打
ち
』、『
竹
細
工
』、『
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
』、『
自
然
体
験
』で
、

４
・
５
・
６
年
生
を
５
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
す
べ
て
の
活
動
を
体
験

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。講
師

に
は
、地
域
在
住
の
人
や
伊
豆
森

林
管
理
署
の
職
員
に
依
頼
し
て
お

り
、カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
的
体

験
が
で
き
る
の
が
魅
力
で
す
。

　『
お
茶
』で
は
、畳
の
上
で
お
茶

を
た
て
、茶
道
の
作
法
を
学
び
ま

す
。『
そ
ば
打
ち
』で
は
、準
備
か

ら
完
成
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
な
作
業

が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。『
竹

細
工
』で
は
、小
刀
を
使
っ
て
素
敵

な
一
輪
挿
し
を
作
り
ま
す
。『
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
』で
は
、お
年
寄
り

と
一
緒
に
運
動
場
で
プ
レ
ー
し
ま

す
。『
自
然
体
験
』で
は
、間
伐
材
を

加
工
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
作
り
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、地
域
の
人
た
ち

の『
職
人
技
』を
目
の
当
た
り
に
し
て

興
味
・
関
心
を
持
ち
、や
る
気
満
々

で
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
本
校
で
は
、以
前
か
ら
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て
お
り
、こ

の
活
動
を
通
し
て
、よ
り
深
ま
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
こ
れ
ま
で
も
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、未
公
開
株
や
社
債
、温
泉
施
設

利
用
権
や
二
酸
化
炭
素
排
出
権
取

引
な
ど
怪
し
げ
な
権
利
、外
貨
と
い

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
投
資
商
品
に
つ
い

て
、「
〇
〇
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
届
い

て
い
な
い
か
？
」、「
事
情
が
あ
っ
て

当
社
が
直
接
購
入
で
き
な
い
の
で
、

代
わ
り
に
購
入
し
て
も
ら
え
な
い

か
？
」、「
５
割
増
し
の
金
額
で
買
い

取
ら
せ
て
も
ら
う
」な
ど
と
電
話
を

し
、そ
の
後
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
、そ
の

投
資
商
品
を
販
売
す
る
者
か
ら
電

話
が
入
り
、購
入
し
て
し
ま
う
と
い

っ
た
、い
わ
ゆ
る『
劇
場
型
投
資
商
品

詐
欺
』を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
被
害
が
現
在
で
も
発
生

し
て
い
る
よ
う
で
す
。被
害
に
遭
っ
た

場
合
、詐
欺
を
行
っ
た
事
業
者
は
雲
隠

れ
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
、被
害
回

復
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。う
ま
い

話
で
あ
れ
ば
他
人
に
勧
め
る
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
。電
話
が
か
か
っ
て
き
た

あ
な
た
は
狙
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

司
法
書
士
　
山
田 
茂
樹

悪
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商
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／
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●
大
仁
署
管
内
で
も

『
ア
ポ
電
』発
生
！

　
誰
も
が
知
っ
て
い
る
振
り
込
め
詐

欺
、自
分
は
だ
ま
さ
れ
な
い
と
思
っ

て
い
て
も
、突
然
の
電
話
に
冷
静
に

対
応
で
き
ま
す
か
？
日
ご
ろ
か
ら
家

族
同
士
、連
絡
を
取
り
、家
族
の
絆

で
被
害
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。大

仁
署
管
内
で
も
数
件
の『
ア
ポ
電
』

が
あ
り
ま
し
た
が
、幸
い
に
も
被
害

は
一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

《『
ア
ポ
電
』の
内
容
》

　
警
察
官
を
か
た
り
、逮
捕
し
た
犯

人
が
あ
な
た
名
義
の
通
帳
を
持
っ
て

い
た
。確
認
の
た
め
、あ
な
た
の
銀

行
の
口
座
番
号
を
教
え
て
ほ
し
い
。

※
警
察
官
が
銀
行
の
口
座
番
号
や

暗
証
番
号
を
聞
く
こ
と
は
絶
対

あ
り
ま
せ
ん
。不
審
な
電
話
が

あ
っ
た
と
き
は
、迷
わ
ず
警
察
に

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
伊
豆
箱
根
鉄
道
と
一
緒
に

自
転
車
盗
啓
発
活
動
を
実
施

　
大
仁
署
で
は
８
月
中
旬
、伊
豆

箱
根
鉄
道
の
職
員
と
電
車
に
乗
り

な
が
ら
自
転
車
盗
の
被
害
防
止
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、電
車
内
の
学
生
や
乗

降
客
の
皆
さ
ん
に
自
転
車
の
補
助

錠
を
配
布
し
、施
錠
の
手
間
を
惜

し
ま
ず『
ツ
ー
ロ
ッ
ク
』し
て
自
転

車
ド
ロ
ボ
ー
撃
退
を
呼
び
掛
け
ま

し
た
。

　
管
内
の
被
害
状
況
は
、高
校
生
が

被
害
に
遭
う
割
合
が
高
く
、発
生
場

所
も
駅
駐
輪
場
が
半
数
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
。

●
土
肥
地
区
で

車
上
ね
ら
い
発
生
！

　
８
月
中
旬
、土
肥
地
区
で
５
件
の

車
上
ね
ら
い
が
発
生
し
ま
し
た
。い

ず
れ
も
道
路
に
停
め
た
車
が
窓
ガ
ラ

ス
を
割
ら
れ
た
り
、ド
ア
を
壊
さ
れ
た

り
な
ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。車

か
ら
離
れ
る
と
き
は
、必
ず
施
錠
す

る
習
慣『
ロ
ッ
ク
』は
も
ち
ろ
ん
、ド
ロ

ボ
ー
に
盗
み
を
連
想
さ
せ
る
物（
バ
ッ

ク
や
貴
重
品
な
ど
）を
置
か
な
い
こ

と
が
鉄
則
で
す
。被
害
防
止
に
警
報

ブ
ザ
ー
の
装
着
や
盗
難
防
止
装
置

（
イ
モ
ビ
ラ
イ
ザ
ー
）な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、い
ず
れ
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

ド
ロ
ボ
ー
に
狙
わ
れ
な
い
環
境
づ
く

り
が
最
大
の
防
犯
対
策
で
す
。

　
土
肥
中
学
校
は
、生
徒
数
93
人
の

小
規
模
校
で
、部
活
動
は
、野
球
、バ

レ
ー
、男
女
テ
ニ
ス
の
４
つ
の
部
活
動

で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。生
徒
は
朝
早
く

か
ら
登
校
し
、自
主
練
習
に
参
加
す
る

な
ど
、と
て
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。物
心
両
面
か
ら
地
域
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
、生
徒
一
人
一
人
が
個
性

を
発
揮
で
き
る
学
校
で
す
。今
回
は
、

少
人
数
で
あ
る
こ
と
を
強
み
に
変
え

る
縦
割
り
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　
固
定
し
が
ち
な
人
間
関
係
に
新
し

い
風
を
吹
き
込
む
た
め
に
毎
年
、年
度

始
め
に
全
校
生
徒
を
赤
、青
の
２
色
に

分
け
、意
図
的
に
組
織
し
ま
す
。

　
９
月
に
行
わ
れ
る
飛
樟
祭（
体
育

祭
）は
も
ち
ろ
ん
、生
徒
会
行
事
と
し

て
大
声
歌
声
大
会
、綱
引
き
大
会
、ア

ル
ミ
缶
つ
ぶ
し
な
ど
を
企
画
し
て
色

別
対
抗
で
競
い
合
い
ま
す
。

　
５
月
の
校
外
学
習（
宿
泊
行
事
）は

１
・
２
年
生
、職
場
体
験
は
２
・
３
年

生
の
縦
割
り
班
で
、日
常
的
に
は
、

日
々
の
清
掃
も
全
学
年
の
縦
割
り
で

行
っ
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
活
動
に

よ
っ
て
、人
と
の
か
か
わ
り
方
を
学

び
、学
級
で
の
人
間
関
係
に
も
良
い

影
響
が
出
て
い
ま
す
。ま
た
、上
級
生

も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
よ

う
に
な
り
、そ
れ
を
見
て
い
る
下
級
生

が
そ
の
姿
か
ら
学
ん
で
い
く
と
い
う

伝
統
が
育
っ
て
き
て
い
ま
す
。

5
つ
の
体
験
が
で
き
る
ク
ラ
ブ
活
動

〜
地
域
連
携
〜
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ブ
活
動

〜
地
域
連
携
〜

5
つ
の
体
験
が
で
き
る
ク
ラ
ブ
活
動

〜
地
域
連
携
〜

　

縦
割
り
活
動

　

縦
割
り
活
動

　

縦
割
り
活
動

修善寺東
小学校

土肥
中学校

せ
せ
ら
ぎ
に
憩
ふ
一
人
に
蜻
蛉
か
な

　
　安
部

　功
子
（
月
ケ
瀬
）

愚
痴
言
え
ば
軽
く
流
さ
れ
心
太

　
　
　
　大
川

　ゆ
き

　（
市
山
）

夏
草
や
狭
庭
と
言
え
ど
捗
ら
ず

　
　
　
　五
十
嵐

　輝
子
（
吉
奈
）

秋
茄
子
食
べ
て
は
今
日
の
寿

　
　
　
　
　坪
内

　絹
枝
（
下
船
原
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

▲『お茶』の作法を学ぶ児童たち

▲大きな声を振り絞り、大声歌声大会▲力を合わせて、綱引き大会！！

ぐ  

ち

▲伊豆箱根鉄道の職員と一緒に啓発活動！！

と
こ
ろ
て
ん

は
か
ど

な
す
び

い
の
ち
な
が
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●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会
●メニュー提供
伊豆市健康づくり食生活推進協議会

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

～家族みんなで『食』を楽しみましょう～

保育園・幼稚園・こども園の紹介

 1人分
栄養価

作り方材料《 4人分 》

◆園目標　あかるくげんきな子
◆重点目標　○夢中になって遊ぶ子
　　　　　　○思いやりのある子
　　　　　　○生活習慣の身についた子
　　　　　　

①切干大根は、水で戻しておく。
水気を絞り、食べやすい長さ
に切る。

②ショウガは、千切りにする。
③調味料【A】は合わせておく。
④フライパンにごま油を熱し、
切干大根、サクラエビ、ショウ
ガを炒める。調味料【A】を加
え、汁気がなくなるまで煮る。

⑤器に盛り付け、白ごまを振り
かける。

◆サクラエビ………… 12g
◆切干大根…………… 30g
◆ショウガ………  小1かけ
◆ごま油…………  小さじ1
◆【Ａ】
　　◇しょうゆ…  小さじ2
　　◇みりん……  大さじ1
　　◇切干大根の戻し汁
　　　　　………… 100cc
◆白ごま………………少々

　
し
ゃ
く
な
げ
保
育
園
は
、天
城
地
区
唯
一
の
保
育
園
で

す
。現
在
、１
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で
の
５０
人
の
園
児
た

ち
が
天
城
の
自
然
の
中
で
、の
び
の
び
と
生
活
し
て
い
ま

す
。昨
年
に
比
べ
１・
２
歳
児
の
人
数
が
増
え
、毎
日
に
ぎ

や
か
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
の
発
達
に
は

個
人
差
が
あ
り
、同
じ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。保
育
士
は
一

人
一
人
を
見
つ
め
て
、成
長
に
合
わ
せ
保
育
し
て
い
ま
す
。

　
隣
接
し
て
い
た
月
ケ
瀬
小
学
校
が
今
年
の
３
月
に
閉
校

し
、子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
声
が
聞
こ
え
な
く
な
り
７
カ

月
が
経
ち
ま
し
た
。『
園
児
た
ち
の
将
来
の
姿
』で
あ
る
小

学
生
と
の
交
流
が
な
く
な
り
ま
し
た
が
、今
あ
る
環
境
の

中
で
思
い
や
り
の
心
を
育
て
て
い
く
た
め
、園
内
で
の
異

年
齢
児
交
流
を
実
施
し
た
り
、近
隣
の
病
院
と
の
交
流
を

計
画
し
た
り
し
て
い
ま
す
。ま
た
、地
域
交
流
の
場
と
し
て

梅
狩
り
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
農
業
体
験
、

地
域
散
歩
な
ど
を
通
し
て『
地
元
の
素
晴
ら
し
さ
』を
感

じ
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　　
今
年
度
、し
ゃ
く
な
げ
保
育
園
は
重
点
目
標
を
達
成
す

る
た
め
に
次
の
３
つ
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

①
元
気
な
体
づ
く
り
と
生
活
習
慣
の
自
立

②
い
ろ
い
ろ
な
人
や
自
然
と
の
か
か
わ
り

③
伝
え
合
う
力
を
育
て
る

　
保
護
者
と
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

しゃくなげ保育園しゃくなげ保育園

◇エネルギー…58kcal　◇カルシウム…114mg
◇たんぱく質…2.9g　◇脂質…1.7g　◇食塩相当量…0.6ｇ

 

サ
ク
ラ
エ
ビ
が
ア
ク
セ
ン
ト
！
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干
大
根
と
サ
ク
ラ
エ
ビ
の
炒
め
煮

 

サ
ク
ラ
エ
ビ
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ン
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　切
干
大
根
と
サ
ク
ラ
エ
ビ
の
炒
め
煮

　忙しい毎日の中、手早く簡単な食事になりがちでしたが、子どもたち
も大きくなり、私も料理を楽しむ余裕が出てきました。
　食事も、子ども自身が作りかかわることで、『食』を楽しみ、味わい、
知ることができると思います。栄養バランスやおいしさを考えながら、家
族みんなで『食』をもっと楽しんでいきたいと思います。

伊豆市食育推進専門員　山本 絵利子（湯ケ島）

▲砂場は異年齢交流の場

▲年長さん優しいね（おみせやさんごっこ）

　伊豆半島ジオパークの魅力を皆さんに知っていただくため、昭和の森会館内に
伊豆半島ジオパーク天城ビジターセンターを７月７日（日）にオープンしました。
　今回、秋の紅葉イベントに併せて、滑沢渓谷から太郎杉までのジオツアーを開
催します。ジオパークの視点でこれまでとは違った新たな『天城の自然』を満喫し
てみませんか？

問合せ／観光交流課☎（72）９９１１

とき／10月19日（土）、11月9日（土）、11月23日（土・祝）
集合場所／
道の駅『天城越え』昭和の森会館天城ビジターセンター
集合時間／13時
参加費／大人1,000円、小人（小学生以下）500円
※保険代含む
持ち物／動きやすい服装、水筒、運動靴、雨具、筆記用具
カイド／天城自然ガイドクラブ　杉本 文雄氏
募集／各日15人
申込み／伊豆市観光協会天城支部
☎（85）1056　FAX（85）0766
※各開催日の一週間前までにお申し込みください。
※受け付けは毎週火曜日を除く9時～17時

～滑沢渓谷から太郎杉を巡る、
　　　　　　　　天城の自然とジオポイントを楽しむ～

　伊豆東部火山群の一つ、滑沢
火山の噴火の際に谷を埋めて流
れた溶岩であり、その表面には
美しい節理（溶岩が冷却する際
にできた割れ目）が刻まれてい
ます。
　また、清らかな水の流れは溶
岩の一枚岩の上を滑るように流
れる美しい渓谷をつくりました。
秋は渓谷を埋めつくす紅葉を楽
しむことができる市内屈指の観
光スポットです。

ツアーの見所
【滑沢渓谷】

天城ビジターセンター
『太郎杉歩道ジオガイドツアー』
天城ビジターセンター
『太郎杉歩道ジオガイドツアー』

昭和の森会館
バス停

滑沢渓谷バス停

昭和の森会館
道の駅『天城越え』

井上靖旧邸

井上靖文学碑

太郎杉歩道
③竜姿の滝

昭和の森会館→
①滑沢渓谷→
②太郎杉→
③竜姿の滝→
昭和の森会館（解散）

コース／往復4ｋｍ

②
太
郎
杉

太郎杉園地

①
滑
沢
渓
谷

414
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ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
再
確
認
し
ま
し
ょ
う

　　きれいな排水で快適な生活環境を！

10 月 1日は『浄化槽の日』
　浄化槽は、皆さんの家庭の排水をきれいにする装置です。これが適切に機能しない
と、水環境を汚染させ、快適な生活環境を汚してしまいます。ここでは、浄化槽の仕
組みや維持管理していく上での決まりなどを解説します。浄化槽の仕組みなどを理解
し、上手にご使用ください。　　　　　　　　　問合せ／上下水道課☎（83）3901

　10 月・11月は
　　　　不法投棄防止強化月間

　不法投棄は伊豆市のみならず、全国的に深刻な問題
となっています。そこで不法投棄防止強化月間では、不
法投棄の防止、取り締まりの徹底を図ります。
■不法投棄への対応
　苦情やパトロールにより把握された不法投棄現場では、
警察などと連携し、現場に投棄された廃棄物から投棄
者を特定する調査を行います。判明した投棄者は、現
場回復はもちろん、廃棄物の量や質によって、警察に検
挙されることになります。
■強化月間の活動内容
〇不法投棄防止強化月間中は、不法投棄の恐れがある

山林を重点的にパトロール
〇不法投棄場所の早期発見による、被害拡大の防止
〇不法投棄者の特定などによる、廃棄物の早期撤去
〇不法投棄移動式監視カメラの設置
※この強化月間中は、定期的なパトロールを一層強化す

るとともに、関係機関などと連携を取り、これまで以
上の不法投棄防止を目指します。

問合せ／環境衛生課☎（72）9857

みんなル
ールを

守ってね！

家の中の
いろいろな汚水が
流れこみます

汚水中の固形物を
取り除くとともに
嫌気性微生物

（酸素のない所で
働く微生物）が汚水
の中の有機物を分解

します
ブロワで空気を送り込み、

好気性微生物（酸素のある所で働く
微生物）により、さらに有機物を

分解します

汚水を浄化した
微生物の塊は
汚泥となって
沈殿します

塩素剤で消毒し、
衛生的できれいに
なった処理水を
放流します

こんなに
きれいな
水が出る
んだよ！！22

11

33
44

55

66

❖浄化槽の仕組みを知ろう！

❖浄化槽を適切に維持管理するために
■普段から次のことにご注意ください！
〇電源は絶対に切らないでください。
〇台所では、油脂類をできるだけ流さないでください。
〇トイレではトイレットペーパー以外は流さないでください。
〇トイレ掃除に劇薬（塩酸など）や殺虫剤は使わないでくだ

さい。
〇浄化槽の上には物を置かないでください。
〇放流水の色や臭いに異常を発見したら、専門業者に連絡

をお願いします。
■法律で義務付けられた点検や検査を行ってください！
○保守点検の実施（年 3 ～ 4 回以上）
　県の登録を受けた保守点検業者が、浄化槽の点検や附
帯設備の調整、修理のほか消毒剤の補充など、浄化槽を正
常に機能させるための作業を行います。
※保守点検業者については、上下水道課へお問い合わせください。

○清掃の実施（年 4 回以上）
　市の許可を受けた清掃業者（※ 1）が、浄化槽内にたまった
汚泥やスカム（※ 2）などを引き抜き、槽内の清掃を行います。

（※ 1）清掃業者については、上下水道課へお問い合わせください。
　　 また市ホームページにも掲載しています。

（※ 2）有機物を分解した微生物の死骸のことです。
○法定検査の受検（年 1 回）
　県の指定を受けた指定検査機関が、浄化槽の設置工事
や、その後の保守点検・清掃が適正に行われ、きれいな水
が放流されているかを水質検査・外観検査・書類検査によ
り調査します。
法定検査申込み／一般財団法人　静岡県生活科学検査セ
ンター☎ 054（621）5030
※これらの点検や検査を行わない場合は、罰則が適用さ

れることがあります。

   環境衛生課からお知らせ
イ
ヌ
を
飼
う
場
合
の
ル
ー
ル

■
登
録
を
し
ま
し
ょ
う

　

生
後
91
日
以
上
の
イ
ヌ
は
、
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
は
生
涯
で
一
度
で
す
。
た

だ
し
、
引
っ
越
し
や
譲
渡
を
し
た
場
合
は

届
け
出
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、
環
境
衛

生
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
ま
し
ょ
う

　

生
後
91
日
以
上
の
イ
ヌ
は
毎
年
１
回
、

狂
犬
病
予
防
注
射
を
接
種
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
４
月
に
行
う
各
地
区
で
の
集

合
注
射
か
動
物
病
院
で
受
け
、
注
射
済
票

の
交
付
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
常
に
鎖
な
ど
で
つ
な
ぎ
ま
し
ょ
う

　

囲
い
の
な
い
場
所
で
放
し
飼
い
に
し
た

り
、
飼
い
主
か
ら
離
れ
て
散
歩
さ
せ
た
り

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
イ
ヌ
ア
レ
ル
ギ
ー

が
あ
る
人
や
、
苦
手
な
人
に
と
っ
て
は
、

小
さ
な
イ
ヌ
が
じ
ゃ
れ
て
寄
っ
て
く
る
こ

と
だ
け
で
も
恐
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
交

通
事
故
な
ど
に
遭
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。

ネ
コ
を
飼
う
場
合
の
ル
ー
ル

■
屋
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

ネ
コ
を
屋
外
で
飼
う
と
近
隣
へ
の
迷
惑

に
な
っ
た
り
、
け
が
や
感
染
症
、
交
通
事

故
に
遭
う
危
険
も
あ
り
ま
す
。

■
首
輪
や
迷
子
札
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

迷
子
や
飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
と
の
間

違
い
防
止
に
役
立
ち
ま
す
。

■
去
勢
・
避
妊
手
術
を
考
え
ま
し
ょ
う

　

不
必
要
な
繁
殖
や
病
気
の
予
防
に
も
な

り
ま
す
。
ま
た
、
一
般
的
に
穏
や
か
な
性

格
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ
に

餌
を
与
え
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

餌
を
与
え
る
と
、
地
域
に
ネ
コ
が
集
ま

り
、
住
み
つ
い
て
し
ま
い
、
そ
の
ネ
コ
同

士
が
、
子
ネ
コ
を
産
ん
で
増
え
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、
近
所
で
ふ
ん
や
尿

を
し
た
り
、
庭
や
畑
を
荒
ら
し
た
り
し
ま

す
。
安
易
な
気
持
ち
で
、
餌
を
与
え
る
の

は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
市
で
は
、
飼
い
主
の
い
な
い
ネ
コ

に
対
す
る
去
勢
・
避
妊
手
術
の
助
成
制
度

が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、
環
境
衛
生
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
ペ
ッ
ト
を
飼
う
予
定
の
人
へ

　

飼
い
主
に
は
、
ペ
ッ
ト
を
最
後
ま
で
責

任
を
持
っ
て
飼
う
義
務
が
あ
り
ま
す
。
家

族
の
一
員
と
し
て
迎
え
る
前
に
も
う
一
度

考
え
ま
し
ょ
う
。

○
家
族
全
員
が
、
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
に

同
意
し
て
い
ま
す
か
？

○
ペ
ッ
ト
を
飼
う
た
め
に
適
当
な
場
所
が

あ
り
ま
す
か
？

○
ペ
ッ
ト
の
一
生
に
か
か
る
費
用
を
考
え

ま
し
た
か
？

○
し
っ
か
り
、
し
つ
け
が
で
き
ま
す
か
？

ペ
ッ
ト
を
置
き
去
り
に
し
た
り
、
捨
て

た
り
す
る
の
は
犯
罪
で
す
!!

　

ペ
ッ
ト
を
捨
て
る
の
は
犯
罪
で
す
。『
動

物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
』
に

基
づ
く
罰
則
も
あ
り
ま
す
。
や
む
を
得
な

い
事
情
で
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
責

任
を
持
っ
て
新
し
い
飼
い
主
を
探
し
て
く

だ
さ
い
。

飼
い
イ
ヌ
や
飼
い
ネ
コ
を
譲
り
受
け
た

い
、
譲
り
た
い
…

不
幸
な
ペ
ッ
ト
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

　

市
で
は
、
不
幸
な
ペ
ッ
ト
を
増
や
さ
な

い
た
め
に
、
動
物
を
譲
り
た
い
人
と
飼
い

た
い
人
の
橋
渡
し
を
す
る
伝
言
板
『
ポ
ッ

チ
と
ニ
ャ
ン
チ
の
愛
の
伝
言
板
』
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
言
板
は
、
市
内
３

カ
所
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

　

や
む
を
得
な
い
事
情
で
ペ
ッ
ト
を
飼
え

な
く
な
っ
た
人
や
、
責
任
を
持
っ
て
ペ
ッ

ト
を
飼
え
る
よ
う
な
人
は
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

■
設
置
場
所

〇
生
き
い
き
プ
ラ
ザ
１
階
ロ
ビ
ー

〇
土
肥
支
所
１
階
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル

〇
天
城
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

東
部
保
健
所
修
善
寺
支
所

☎
（
72
）
２
３
１
０
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お知らせ
戦
没
者
の
妻
の
皆
さ
ま
へ

　

次
の
対
象
の
皆
さ
ん
に
、
特
別
給
付
金
が

継
続
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
／
平
成
25
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
権
利
を

有
す
る
戦
没
者
の
妻
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の

要
件
を
満
た
す
人

〇
第
22
回
特
別
給
付
金
『
い
号
』
国
債
を

受
け
ら
れ
た
戦
没
者
の
妻

〇
昭
和
38
年
４
月
１
日
か
ら
引
き
続
き
公
務

扶
助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け
る
権
利

を
有
す
る
戦
没
者
の
妻
（
額
面
２
０
０
万

円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債
）

請
求
期
限
／
平
成
28
年
６
月
13
日

そ
の
他
／
請
求
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
２

出
張
年
金
相
談
（
要
予
約
）

　

年
金
の
受
給
に
関
す
る
こ
と
お
よ
び
年
金

請
求
の
お
手
続
き
な
ど
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
／
12
月
４
日
（
水
）
10
時
～
14
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
／
本
人
ま
た
は
本
人
の
署
名
捺
印
の
あ
る

『
年
金
相
談
委
任
状
』
を
お
持
ち
の
代
理
人

予
約
開
始
／
11
月
１
日
（
金
）
～

予
約
・
問
合
せ
／
☎
（
72
）
９
８
５
８

※
次
回
開
催
日
平
成
26
年
３
月
５
日
（
水
）

の
予
約
は
２
月
１
日
（
土
）
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。

10
月
21
日（
月
）～
27
日（
日
）・行
政
相
談
週
間

身
近
な
相
談
役 

『
行
政
相
談
委
員
』 

を

ご
存
じ
で
す
か

　

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
お
願
い

し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

　

雇
用
、
年
金
、
河
川
・
海
岸
な
ど
の
管
理
、

道
路
な
ど
、
国
の
仕
事
や
そ
の
手
続
き
、
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
悩
み
ご
と
や
要
望
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
そ
ん
な
と
き
に
身
近
な
相
談
窓

口
に
な
る
の
が
、『
行
政
相
談
委
員
』
で
す
。      

行
政
相
談
委
員
／

〇
野
田 

幸
子
さ
ん
（
本
立
野
２
３
９
） 

☎
（
72
）
３
６
９
４

〇
堀
江 

正
身
さ
ん(
矢
熊
63 

― 

２) 

☎
（
87
）
０
３
８
８　
　

  

〇
葊
沢 

智
純
さ
ん
（
小
下
田
１
６
６
７
）

☎
（
99
）
０
１
０
１

相
談
日
・
会
場
（
要
予
約
）
／
相
談
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

〇
10
月
８
日
（
火
）
９
時
～
12
時

〇
11
月
12
日
（
火
）
９
時
～
12
時

※
両
日
程
と
も
会
場
は
、
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

に
な
り
ま
す
。　

■
野
田
行
政
相
談
委
員
に
感
謝
状

　

野
田
相
談
委
員
に
総
務
省
静
岡
行
政
事
務

所
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

感
謝
状
は
、
業
績
が
顕
著
な
行
政
相
談
委
員

に
贈
呈
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

野
田
さ
ん
は
平
成
21
年
４
月
の
就
任
以
来
、

定
例
行
政
相
談
の
ほ
か
、
住
民
の
相
談
窓
口
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
住
民

の
相
談
窓
口
と
し
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

静
岡
行
政
評
価
事
務
所

☎
０
５
７
０
（
09
）
０
１
１
０

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
募
金
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

こ
の
募
金
は
、
犯
罪
予
防
活
動
・
更
生
保

護
活
動
な
ど
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

募
金
額
／
総
額
９０
万
２
６
０
０
円

〇
修
善
寺
支
部
…
…
…
３８
万
８
７
０
０
円

〇
土
肥
支
部
…
…
…
…
１３
万
９
０
０
円

〇
天
城
湯
ケ
島
支
部
…
１８
万
３
８
５
０
円

〇
中
伊
豆
支
部
…
…
…
１９
万
９
１
５
０
円

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

不
育
症
お
よ
び
不
妊
症
治
療
医
療
費
助

成
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

対
象
者
／
法
律
上
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
夫
婦

い
ず
れ
か
が
伊
豆
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

対
象
と
な
る
治
療
／
一
般
不
妊
治
療
費
お

よ
び
特
定
不
妊
治
療
費
、
不
育
症
治
療
費

※
第
1
子
、
第
2
子
を
対
象
と
し
た
国
内
の

医
療
機
関
で
行
わ
れ
る
検
査
お
よ
び
薬
物

療
法
、
手
術
療
法
な
ど
の
医
療
行
為
に
対

す
る
助
成
と
な
り
ま
す
。

※
ご
夫
婦
の
治
療
費
は
合
算
で
き
ま
す
。

助
成
額
／
上
限
10
万
円
（
１
年
度
）

※
今
年
度
は
、
４
月
１
日
（
月
）
か
ら
平
成
26

年
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
支
払
っ
た
治
療

費
が
対
象
で
、
通
算
５
年
間
助
成
し
ま
す
。

※
県
の
補
助
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、
実
際
に

支
払
っ
た
額
か
ら
補
助
金
を
控
除
し
ま
す
。

そ
の
他
／
平
成
26
年
３
月
末
日
ま
で
に
申

請
が
必
要
で
す
。
３
月
は
大
変
込
み
合
い
ま

す
の
で
、
治
療
費
が
10
万
円
を
超
え
た
人
は
、

早
め
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

お
知
ら
せ

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

～
10
月
は
里
親
月
間
～

　

里
親
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て

家
庭
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
が
難
し
い
子
ど
も

を
、
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛

情
と
正
し
い
理
解
を
持
っ
て
養
育
す
る
人
の
こ

と
で
す
。

  

子
ど
も
た
ち
は
、
温
か
い
家
庭
生
活
を
提

供
し
て
く
れ
る
里
親
を
求
め
て
い
ま
す
。
関

心
の
あ
る
人
は
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
里
親
に
な
る
に
は

　

子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意
を

持
ち
、
豊
か
な
愛
情
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
何

よ
り
も
大
切
で
す
。
県
が
実
施
す
る
研
修
を

修
了
す
る
こ
と
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い

こ
と
な
ど
の
要
件
が
必
要
で
す
。 

■
里
親
の
種
類

　

里
親
に
は
、
委
託
期
間
や
目
的
な
ど
に
よ

り
４
種
類
あ
り
ま
す
。

〇
養
育
里
親
…
家
庭
に
戻
れ
る
ま
で
、
ま
た

は
自
立
で
き
る
ま
で
子
ど
も
を
養
育
す
る

里
親

〇
専
門
里
親
…
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
や
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
、
経
験
と
専
門
知

識
を
生
か
し
て
養
育
す
る
里
親

〇
親
族
里
親
…
子
ど
も
の
扶
養
義
務
者
で
、

親
の
死
亡
や
行
方
不
明
な
ど
の
事
情
に
よ

り
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
里
親

と
し
て
の
認
定
を
受
け
て
養
育
す
る
里
親

〇
養
子
縁
組
希
望
里
親
…
養
子
縁
組
に
よ
っ

て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
里
親

■
里
親
に
な
っ
た
ら

　

児
童
相
談
所
が
、
面
会
や
交
流
を
繰
り
返

し
た
上
で
、
養
育
を
お
願
い
す
る
子
ど
も
を

決
定
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
養
育
を
お
願
い
し
て
い
る
間
は
、

定
め
ら
れ
た
養
育
に
必
要
な
経
費
が
公
費
で

支
給
さ
れ
ま
す
。

※
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
に
は
、
児
童
相
談

所
な
ど
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問
合
せ
／

〇
里
親
の
申
し
込
み
に
つい
て
…  

　

こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
７
０

　

東
部
児
童
相
談
所

　

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
０
８
３

○
里
親
の
制
度
に
つい
て
…

　

県
こ
ど
も
家
庭
課

　

☎
０
５
４
（
２
２
１
）
２
９
２
２

　

東
部
児
童
相
談
所

　

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
０
８
３

児
童
手
当
支
払
い
の
お
知
ら
せ

　

児
童
手
当
10
月
定
時
払
（
６
月
～
９
月

分
）
は
、
10
月
10
日
（
木
）
に
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。

　

な
お
、
現
況
届
が
未

提
出
の
人
は
、
児
童
手

当
の
支
払
い
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
の
販
売
店
追
加

　

市
指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
が
、
次
の

店
舗
で
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
伊
豆
修
善
寺
熊
坂
店

　
（
熊
坂
７
４
９ 

― 

９
）
☎
（
72
）
９
０
７
７

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

成
人
式
ご
案
内
ハ
ガ
キ
送
付
の
お
知
ら
せ

　

成
人
式
の
ご
案
内
を
、
９
月
に
新
成
人
の

住
民
票
の
あ
る
住
所
に
送
付
し
ま
し
た
。
成

人
式
の
出
欠
の
返
信
期
限
は
、
10
月
31
日

（
木
）
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
26
年
成
人
式
は
１
月
12
日

（
日
）
に
行
い
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

修
善
寺
図
書
館
月
曜
祝
日
開
館
の

試
行
変
更
に
つ
い
て

　

昨
年
９
月
か
ら
祝
日
の
月
曜
日
開
館
を
試

行
し
、
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
試
行

に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
る
一
方
で
、
生
活
の
多
様
化
に

よ
り
「
か
え
って
分
か
り
に
く
く
な
っ
た
。
統

一
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見
な
ど
も
多
数

聞
か
れ
、
図
書
館
と
し
て
も
、
今
後
の
運
営

に
つい
て
判
断
に
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
10
月
か
ら
は
従
来
の
開
館
日
で

利
用
し
て
い
た
だ
き
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

で
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
っ
た
上
で
、
諮
問
機

関
に
諮
り
、
今
後
の
運
営
を
決
定
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
木
曜
日
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
定
着

し
て
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
ま
ま
３
月
ま
で
試

行
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
／
修
善
寺
図
書
館
☎
（
72
）
９
８
６
８

旧
月
ケ
瀬
小
学
校
の
利
活
用
者
募
集

　

旧
月
ケ
瀬
小
学
校
の
有
効
活
用
を
図
る

た
め
、
売
却
ま
た
は
貸
し
付
け
に
よ
り
施

設
を
利
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

受
付
期
間
／
10
月
１
日
（
火
）
～
10
月
31

日
（
木
）
９
時
～
17
時
（
土
日
祝
日
除
く
）

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
ま
た
は
、
市

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
合
せ
／
財
務
課
☎
（
72
）
１
１
９
２

▲総務省から感謝状を贈呈される野田相談委員

募

　
　集

▲野田相談委員▲堀江相談委員▲葊沢相談委員



お知らせ

2013 . 10 20

お知らせ

2013 . 1021

秋
の
花
か
ざ
り
教
室

　

花
か
ざ
り
教
室
を
次
の
日
程
で
開
催
し
ま

す
。
今
回
は
、
秋
色
の
お
花
が
楽
し
め
る
コ

ン
テ
ナ
（
鉢
）
の
寄
せ
植
え
教
室
を
行
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
／

10
月
31
日
（
木
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

講
師
／
高
橋 

さ
ゆ
り 

先
生
（
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
マ
ス
タ
ー
）

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
人

参
加
費
／
３
千
円

定
員
／
先
着
20
人

申
込
み
／
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
農

林
水
産
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
３

好
評
に
つ
き
追
加
開
催
!!

ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室

　

こ
の
教
室
で
は
、
重
さ
５
０
０ｇ
か
ら
１
・

５
㎏
ま
で
の
ダ
ン
ベ
ル
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
体
力
に
合
わ
せ
て
体
操
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
１
日
（
金
）
９
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
狩
野
ド
ー
ム

講
師
／
大
路 

環
さ
ん
（
健
康
体
操
指
導
士
、

腰
痛
ケ
ア
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
人

参
加
費
／
無
料

定
員
／
20
人

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュー
ズ
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
／
前
日
の
17
時
ま
で
に
、
電
話
で
社

会
教
育
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

　

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
と
は
、
ボ
ク
シ
ン
グ
の
練
習

メ
ニュ
ー
を
取
り
入
れ
た
運
動
の
こ
と
で
、
シ
ェ

イ
プ
ア
ッ
プ
や
持
久
力
ア
ッ
プ
に
効
果
が
あ
り

ま
す
。
親
子
で
の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人

だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

○
11
月
２
日
（
土
）
18
時
30
分
～

　

中
伊
豆
中
学
校
体
育
館

○
11
月
９
日
（
土
）
９
時
～

　

修
善
寺
南
小
学
校
体
育
館

○
12
月
７
日
（
土
）
18
時
30
分
～

　

天
城
小
学
校
体
育
館

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
人

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
な
ど

申
込
み
／
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
（
当
日
申
し
込
み
可
）。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
は
、
１
チ
ー
ム
４
人

で
軟
ら
か
い
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
行
う
、
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
と
同
じ
ル
ー
ル
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
ネ
ッ
ト

を
挟
ん
で
攻
防
を
繰
り
広
げ
、
ラ
リ
ー
に
勝
っ

た
チ
ー
ム
が
得
点
す
る
方
法
で
勝
敗
を
決
定

し
ま
す
。
軟
ら
か
い
ボ
ー
ル
な
の
で
お
子
さ
ん

か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
／

○
10
月
９
日
（
水
）
中
伊
豆
中
学
校
体
育
館

○
10
月
11
日
（
金
）

　

修
善
寺
南
小
学
校
体
育
館

○
10
月
16
日
（
水
）
土
肥
中
学
校
体
育
館

○
10
月
18
日
（
金
）
狩
野
ド
ー
ム

※
各
会
場
と
も
に
19
時
15
分
か
ら
受
け
付
け

ま
す
。

対
象
／
市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
人

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
、
体
育
館
シ
ュ

ー
ズ
、
タ
オ
ル
な
ど

申
込
み
／
社
会
教
育
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
（
当
日
申
し
込
み
可
）。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

▲先生が一人一人、丁寧に教えてくれるので安心！

じ
っ
く
り
・
丁
寧
に
教
え
ま
す
！

初
心
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　

伊
豆
総
合
高
等
学
校
の
先
生
と
パソ
コ
ン
部

の
皆
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
今
年
も
初
心
者

パソ
コ
ン
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
ワ
ー
ド
を
使
っ
て
講
座
を
進
め
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
で
文
章
や
絵
を
描
い
て
、
チ
ラ

シ
や
お
知
ら
せ
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き
／
11
月
５
日
（
火
）・
７
日
（
木
）・
８
日

（
金
）
16
時
～
17
時

と
こ
ろ
／

伊
豆
総
合
高
等
学
校　

情
報
総
合
実
習
室

内
容
／
ワ
ー
ド
の
基
本
操
作
（
テ
キ
ス
ト
作

成
、
絵
を
描
く
な
ど
）

対
象
／
市
民
20
人
（
３
日
間
参
加
で
き
る
人
）

参
加
費
／
無
料

申
込
み
／
10
月
15
日
（
火
）
9
時
か
ら
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。
社
会
教
育
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

第
10
回
伊
豆
市
民
文
化
祭

　

市
民
の
日
ご
ろ
の
活
動
発
表
や
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
市
内
芸
術
作
品
が
展

示
さ
れ
る
文
化
祭
に
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

■
音
楽
・
芸
能
部
門
発
表

　

と
き
／
10
月
19
日
（
土
）・
20
日
（
日
）

　

９
時
30
分
～
（
開
会
式
９
時
15
分
～
）

　

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

■
展
示
部
門

○
修
善
寺
地
区
（
一
般
）

　

と
き
／
11
月
２
日
（
土
）・
３
日
（
日
）

　

９
時
～
17
時

　

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

○
修
善
寺
地
区
（
園
児
・
児
童
・
生
徒
）

　

と
き
／
11
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

　

９
時
～
16
時 

　

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

○
土
肥
地
区
（
一
般
・
園
児
・
児
童
・
生
徒
）

　

と
き
／
11
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

　

９
時
～
16
時

　

と
こ
ろ
／
土
肥
小
学
校
体
育
館

○
天
城
湯
ケ
島
地
区

　
（
一
般
・
園
児
・
児
童
・
生
徒
）

　

と
き
／
11
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

　

９
時
～
17
時

　

と
こ
ろ
／
狩
野
ド
ー
ム

○
中
伊
豆
地
区
（
一
般
・
園
児
・
児
童
・
生
徒
）

　

と
き
／
11
月
９
日
（
土
）・
10
日
（
日
）

　

９
時
～
17
時

　

と
こ
ろ
／
中
伊
豆
中
央
公
民
館

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

修
善
寺
公
演

　

今
回
の
グ
リ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
東
京
フ

ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
を
お
招
き
し
、『
Ｔ

Ｖ
・
ラ
ジ
オ
で
お
な
じ
み
の
名
曲
ク
ラ
シ
ッ
ク
』

と
題
し
、
ど
こ
か
で
聴
い
た
こ
と
の
あ
る
名
曲

を
演
奏
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

コ
ン
サ
ー
ト
が
初
め
て
と
い
う
人
に
も
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
ご
家
族
、
ご
友
人
な

ど
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

と
き
／
10
月
14
日
（
月
・
祝
）

14
時
15
分
開
場　

15
時
開
演

と
こ
ろ
／
修
善
寺
総
合
会
館

演
奏
／
東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団

指
揮
／
渡
邊 

一
正
さ
ん

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
奥
村 

愛
さ
ん

曲
目
（
予
定
）
／

○
ペ
ー
ル
ギ
ュン
ト
よ
り
『
朝
』、『
山
の
魔
王

の
宮
殿
に
て
』（
グ
リ
ー
グ
）

○
愛
の
挨
拶
（
エ
ル
ガ
ー
）

○
チ
ャ
ル
ダ
ッ
シ
ュ
（
モ
ン
テ
ィ
）

○
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
ホ
短
調
（
メ
ン
デ
ル

ス
ゾ
ー
ン
）

○
交
響
曲
第
９
番
『
新
世
界
よ
り
』（
ド
ヴ

ォ
ル
ザ
ー
ク
）　　
　
　
　
　
　
　
　

 

入
場
料
／
大
人
２
千
円
（
当
日
２
２
０
０
円
）

高
校
生
以
下
千
円
（
当
日
１
１
０
０
円
）

※
市
民
は
、
各
戸
配
布
し
た
チ
ラ
シ
の
優
待

券
を
お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
半
額
で
チ
ケ
ッ

ト
を
購
入
で
き
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
／
修
善
寺
総
合
会
館
、
長

倉
書
店
、
ア
キ
ツ
カ
メ
ラ
店
、
ツ
タ
ヤ
修
善
寺

店
、
夕
鶴
記
念
館
、
渡
辺
書
店
、
長
屋
書
店
、

伊
豆
箱
根
鉄
道
駿
豆
線
各
駅
（
牧
之
郷
駅
、

原
木
駅
を
除
く
）、
修
善
寺
図
書
館
、
社
会

教
育
課

そ
の
他
／

○
全
席
自
由
で
す
。

○
小
学
生
の
お
子
さ
ん
は
、
保
護
者
同
伴
で

ご
入
場
く
だ
さ
い
。

○
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

○
当
日
、
市
役
所
本
庁
前
か
ら
会
場
ま
で
の

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。

※
発
車
予
定
時
間
は
、
13
時
30
分
、
14
時
、

14
時
30
分
で
す
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
８

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

▲ダンベルを使った腕・肩のトレーニング

▲子どもから大人まで、みんなでシェイプアップ !!

▲昨年度のパソコン教室の様子

▲世界で活躍する本物の『音』をお楽しみください

©K.Miura
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お知らせ
友
好
都
市
提
携
記
念
特
別
展

平
塚
市
美
術
館
へ
出
掛
け
よ
う
!!

　

今
秋
、
平
塚
市
と
の
友
好
都
市
提
携
を
記

念
し
て
、
平
塚
市
美
術
館
で
伊
豆
市
所
蔵
近

代
日
本
画
作
品
に
よ
る
特
別
展
『
伊
豆
市
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
天
才
た
ち
の
若
き
日 

― 

横
山

大
観
か
ら
速
水
御
舟
ま
で
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

本
展
で
は
、
伊
豆
市
所
蔵
の
日
本
画
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
今
村
紫
紅
や
安
田
靫
彦
、

前
田
青
邨
な
ど
、
後
年
小
田
原
や
大
磯
、
鎌

倉
な
ど
の
湘
南
地
域
に
居
を
構
え
、
平
塚
市

美
術
館
に
と
って
も
、
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家
た

ち
が
描
い
た
作
品
約
70
点
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

期
間
／
10
月
12
日
（
土
）
～
11
月
24
日
（
日
）

開
館
時
間
／
９
時
30
分
～
17
時

※
入
場
は
16
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

休
館
日
／
月
曜
日

※
た
だ
し
、
10
月
14
日
（
月
・
祝
）、
11

月
４
日
（
月
・
振
） 

は
開
館
、
10
月
15
日

（
火
）
は 

休
館
と
な
り
ま
す
。

料
金
／

○
伊
豆
市
民
…
一
般
５
０
０
円
、
高
校
・
大

学
生
無
料
（
保
険
証
な
ど
住
所
が
分
か

る
も
の
を
提
示
）

○
通
常
…
一
般
８
０
０
円
（
６
４
０
円
）、

　

高
校
・
大
学
生
５
０
０
円
（
４
０
０
円
）

※
（　

） 

内
は
20
人
以
上
の
団
体
料
金
お
よ

び
65
歳
以
上
の
人
の
料
金
で
す
。

※
中
学
生
以
下
、
各
種
障
が
い
者
手
帳
を
お

持
ち
の
人
と
付
き
添
い
１
人
は
無
料
で
す
。

※
毎
週
土
曜
日
は
高
校
生
が
無
料
で
す
。

主
催
／
平
塚
市
美
術
館

特
別
協
力
／
伊
豆
市

協
賛
／
神
奈
川
中
央
交
通
（
株
）

■
特
別
展
関
連
事
業

　

関
連
事
業
と
し
て
、
記
念
講
演
や
学
芸
員

に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
記
念
講
演
（
申
し
込
み
不
要
・
先
着
順
）】

　

と
き
／
10
月
27
日
（
日
）

　

14
時
～
15
時
30
分

　

と
こ
ろ
／
ミ
ュー
ジ
ア
ム
ホ
ー
ル

　

演
題
／
『
天
才
た
ち
の
若
き
日
』

　

講
師
／
草
薙 

奈
津
子
さ
ん

　
　
　
　
（
平
塚
市
美
術
館
長
）

【
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

　

と
き
／
10
月
19
日
（
土
）、
11
月
10
日

　
（
日
）
各
回
14
時
～
14
時
40
分

　

と
こ
ろ
／
展
示
室
２
（
要
観
覧
券
）

問
合
せ
／

神
奈
川
県
平
塚
市
西
八
幡
１ 

― 

３ 

― 

３

平
塚
市
美
術
館
☎
０
４
６
３
（
35
）
２
１
１
１

修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎
（
72
）
１
９
３
４

狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
で

健
康
づ
く
り
始
め
ま
せ
ん
か
？

■
初
心
者
講
習
会（
要
事
前
申
し
込
み
）

　

講
習
を
受
け
た
人
に『
利
用
者
証
』を
発

行
。次
回
か
ら
１
０
０
円（
市
外
者
は
２
０
０

円
）で
利
用
で
き
ま
す
。

と
き
／
10
月
21
日（
月
）19
時
～

対
象
／
高
校
生
以
上

受
講
料
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュー
ズ
、タ
オ
ル
、筆
記
用

具
、運
動
で
き
る
服
装

定
員
／
先
着
15
人

申
込
み
・
問
合
せ
／

狩
野
ド
ー
ム
☎（
87
）１
６
１
１

■
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習（
申
し
込
み
不
要
）

　

自
分
に
あ
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニュ
ー
で
、理

想
の
体
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

と
き
／
10
月
24
日（
木
）17
時
～
20
時

対
象
／
初
心
者
講
習
を
受
講
し
た
人

受
講
料
／
無
料（
施
設
利
用
料
は
有
料
）

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュー
ズ
、タ
オ
ル
、筆
記
用

具
、運
動
で
き
る
服
装

内
容
／
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
説
明
、ス
ト
レ
ッ

チ
方
法
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニュー
の
相
談

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
７

当
日
参
加
も
大
歓
迎
!!

第
１
回
み
ん
な
の
運
動
会
in
天
城
ド
ー
ム

　

広
報
９
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、市
で
は
、年
齢
を
問
わ
ず
誰
で
も
楽
し
め
る

『
み
ん
な
の
運
動
会
』を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、走
っ
て
遊
ん
で
応
援
し
て
、

さ
わ
や
か
な
秋
の
1
日
を
楽
し
み
な
が
ら
、み

ん
な
で
地
域
の
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
10
月
20
日（
日
）９
時
～
14
時
30
分

（
受
け
付
け
８
時
～
）※
雨
天
決
行
で
す
。

と
こ
ろ
／
天
城
ド
ー
ム

内
容
／
親
子
で
障
害
物
競
走
、大
縄
と
び
大

会
、み
ん
な
の
リ
レ
ー
、フ
ァ
ミ
リ
ー
体
力
テ
ス
ト
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
ラ
ン
キ
ン
グ
、軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
、

み
ん
な
で
○
×
ク
イ
ズ
、体
内
時
計
で
１
０
０ｍ

と
び
っ
く
ら
、健
康
餅
ま
き
大
会　

な
ど

参
加
資
格
／
市
内
在
住・在
勤
ま
た
は
在
学

の
人（
参
加
無
料
）

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
靴
、飲
み
物
、

お
弁
当
、タ
オ
ル　

な
ど

注
意
事
項
／

○
小
学
生
以
下
は
、保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。

○
途
中
か
ら
の
参
加
も
可
能
で
す（
自
由
参

加
競
技
あ
り
）。

○
各
競
技
に
は
豪
華
賞
品
が
あ
り
ま
す
！

主
催
／
教
育
委
員
会
、伊
豆
市
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
会

協
賛
／
伊
豆
市
商
工
会（
お
弁
当
、飲
み
物
な

ど
の
販
売
）

後
援
／
田
方
地
区
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡

協
議
会

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎（
83
）５
４
７
７

交
通
事
故
で
け
が
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
ま
す
が
、
治
療
に
保
険
証
を
使
用

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？

保
険
証
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す

が
、
市
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

第
三
者
の
行
為
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
と

き
、
被
害
者
は
加
害
者
に
損
害
賠
償
を
請

求
で
き
ま
す
が
、
被
害
者
が
そ
の
負
傷
に

つ
い
て
健
康
保
険
の
給
付
を
受
け
た
場
合

は
、
本
来
、
加
害
者
が
支
払
う
べ
き
治
療

費
を
伊
豆
市
の
国
民
健
康
保
険
が
負
担
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
伊
豆
市
は
、
保
険
給
付
に

要
し
た
費
用
を
、
加
害
者
（
保
険
会
社
）

に
請
求
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
被
害
者
の
損

害
賠
償
請
求
権
が
伊
豆
市
に
移
り
、
伊
豆

市
が
加
害
者
に
そ
の
治
療
費
を
請
求
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
市
で
は
、
加
害
者
に

対
し
て
治
療
費
を
請
求
す
る
た
め
に
必
要

な
情
報
を
取
得
す
る
た
め
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
、『
傷
病
届
』

な
ど
の
提
出
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
６

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑦

修
禅
寺
ゆ
か
り
の
宝
物
展
示
パ
ー
ト
Ⅲ

　

当
館
で
は
、
継
続
し
て
行
っ
て
き
ま

し
た
宝
物
調
査
の
成
果
を
踏
ま
え
、
修

禅
寺
ゆ
か
り
の
寺
宝
を
紹
介
し
て
い
く

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
普
段
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
寺
宝
を
修
禅
寺
の
協
力
を
得

て
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
小
品
な
が
ら
も
色
彩
豊
か

な
江
戸
時
代
の
涅
槃
図
を
は
じ
め
、
道

元
禅
師
筆
と
伝
承
さ
れ
る
貴
重
な
『
正

法
眼
蔵
諸
法
実
相
断
簡
』
、
山
岡
鉄
舟

の
『
西
来
祖
道
の
詩
』
な
ど
、
絵
画
・

書
跡
・
典
籍
の
中
か
ら
８
点
を
公
開
し

ま
す
。

☆
主
な
展
示
作
品

〇
『
涅
槃
図
』
江
戸
時
代
後
期 

一
幅

〇
『
降
魔
大
師
肖
像
』　

画
…
丘
球
学

賛
…
大
休
悟
由　

大
正
元
年 

一
幅

〇
『
西
来
祖
道
の
詩
』
山
岡
鉄
舟　
　

明
治
15
年
以
降 

一
幅

〇
『
正
法
眼
蔵
諸
法
実
相
断
簡
』　
　

伝
道
元
禅
師 

鎌
倉
～
室
町
時
代 

一
葉

〇
『
鳥
野
曽
良
音
（
鳥
の
空
音
）
上
・

下
』
江
戸
時
代
（
安
永
２
年
） 

二
冊

☆
今
月
の
こ
の
一
点
！

『
鳥
野
曽
良
音
（
鳥
の
空
音
）
上
・
下
』
二 

　

冊 

江
戸
時
代
（
安
永
２
年
）
修
禅
寺
蔵

　

本
資
料
は
、
甲
斐
甲
府
藩
主
・
柳
沢

吉
保
の
側
室
飯
塚
染
子
（
１
６
６
５
～

１
７
０
５
）
が
、
中
国
宋
代
の
禅
書

『
無
門
関
』
の
難
解
な
公
案
に
挑
ん

だ
意
欲
作
『
鳥
の
空
音
』
の
写
本
で

す
。
『
無
門
関
』
の
注
釈
書
で
は
な

く
、
『
無
門
関
』
に
つ
い
て
染
子
が
和

文
で
綴
っ

た
随
想
的

要
素
の
強

い
作
品
で
、

染
子
の
文

学
的
力
量

の
深
さ
と

禅
の
境
涯

の
高
さ
が

顕
れ
て
い

ま
す
。
染

子
の
自
筆

本
の
現
存

は
不
明
で
す
が
、
い
く
つ
か
の
写
本
が

伝
存
し
て
お
り
、
本
資
料
は
巻
末
の

『
安
永
癸
巳
夏 

入
道
前
大
納
言
』
の

記
述
か
ら
、
江
戸
時
代
の
安
永
２
年

（
１
７
７
３
）
に
京
都
の
公
家
に
よ
っ

て
書
写
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

展
示
期
間
／
８
月
30
日
（
金
）
～
10
月
29
日

（
火
）
９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、

小
中
高
生
１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／

修
善
寺
郷
土
資
料
館
☎
（
72
）
１
９
３
４

ＱA

▲『鳥野曽良音上・下』巻末（左）・本文（右）

今月の表紙
編
集
後
記

　

２
０
２
０
年
夏
季
五
輪
の
開
催
地
が
東

京
に
決
定
!!
こ
れ
を
機
に
、「
運
動
や
ダ

イ
エ
ッ
ト
を
し
て
み
よ
う
か
な
」
と
思
っ
て

い
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

そ
ん
な
人
に
オ
ス
ス
メ
な
の
が
、『
狩
野

ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
』。
５
０
０

円
の
初
心
者
講
習
を
受
け
れ
ば
、
１
回

１
０
０
円
で
本
格
的
な
ウ
エ
イ
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
器
具
や
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
な
ど
が

使
い
放
題
!!
比
較
的
込
ん
で
い
な
い
の
で
、

こ
っ
そ
り
肉
体
改
造
し
た
い
人
に
も
オ
ス

ス
メ
で
す
よ
。
経
験
者
は
語
る
…
（
笑
）

　
　
　
　
　

  

広
報
担
当　

木
口
・
山
田

▲モダンでおしゃれな外観（平塚市美術館）

　今月の表紙は、9月17日（火）
に小土肥海岸で撮影した秋の風
景です。
　空には、高層の空気の流れが
速くなる秋ならではの『巻雲（け
いうん』と呼ばれる雲が、そして
涼しい風の中、夕日を浴びて気持
ち良さそうに飛ぶトンボを発見し、
思わずシャッターを切りました。
これから深まる秋に向けて今年
最初の『秋の写真』となりました。
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

集え！集え！集え！

伊豆市の人口
※（　）内は前月比

アスリートアスリートアスリート

鈴木 菜恵ち
ゃん

　　すずき      なえ　
　　

（牧之郷）

石田 丈汰郎ちゃん

    いしだ   じょうたろう　　
　

（土肥）

鈴木 七音ちゃん

　    すずき     なな　　　

（梅木）

植松 滉己ちゃん

　   うえまつ  こうき　　
　

（土肥）

小原 海舟ち
ゃん

　    おはら かいしゅ
う　
　

　

（土肥）

鈴木 陽ちゃん
　       すずき  はる　　

　

（上船原）

河越 義弘ちゃん

     かわごえ よしひろ　　
　

（加殿）

　野口 曖佑ちゃん

　

       のぐち  あいすけ　　
　

（湯ケ島）

佐藤 蒼史ちゃ
ん

　    さとう    そうし　　
　

（八木沢）

牧野 恵大ちゃん

　
    まきの    けいた　　　

（下白岩）

▲野球を通じて成長！全国大会を目指し練習を重ねています

伊豆市リトルシニア
ぼくたち伊豆市リトルシニアは、中学硬式野球

チームで現在２年生１５人、１年生２２人で活動して
います。声を出し、明るいのがチームカラーです。
監督、コーチからは野球の技術だけでなく、礼
儀や生活態度など『人』としての在り方も学んで
います。また、ボランティア活動にも参加し、さま
ざまなを体験しています。

平成25年
9月1日現在 ●男 16,132人 （－7）●女 17,596人 （－4）　●計 ３３，728人（－11）　●世帯数 13,４72世帯（－3）

2013 . 10 24



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★その他、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2012／H24
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

      1 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16 

  17 18 19   　　  20  　　  21          22           23

  24           25　       26          27　　　 28　　　29　　　30

●ダンベル教室
（狩野ドーム）
●1.6・2・2.6・3歳児健診
（土肥保健センター）
●フッ素塗布
（土肥保健センター）

●伊豆市民文化祭 修善寺地
区一般作品展示部門
（生きいきプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●1.6歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●伊豆市民文化祭 修善寺地
区一般作品展示部門
（生きいきプラザ）

●子宮頸がん・乳がん検診
（生きいきプラザ）
●伊豆市民文化祭 修善寺・土
肥・天城・中伊豆地区一般・
園児・児童・生徒作品展示部
門（生きいきプラザほか）

●2歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ素塗布
（生きいきプラザ）

●伊豆市民文化祭 修善寺・土
肥・天城・中伊豆地区一般・
園児・児童・生徒作品展示部
門（生きいきプラザほか）

●健康相談（乳幼児）
（中伊豆ふれあいプラザ）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児・おとな）
（生きいきプラザ）

●第14回しずおか市町対抗
駅伝大会（静岡市内）

●市民課窓口延長（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●健康相談（乳幼児）
（土肥保健センター）

●伊豆市青少年健全育成大会
（生きいきプラザ）

月11

●上下水道料金（天城・中伊豆・土肥地区）…………  25日
●土肥地区温泉料金 ……………………………………… 25日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…水・木曜日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 12日・19日

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯の国会館… 水曜日



図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／21日（木）10時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858
土肥支所☎（98）1111　天城湯ケ島支所☎（85）1111
中伊豆支所☎（83）1111

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。
とき／12日（火）9時～12時　
ところ／生きいきプラザ、天城湯ケ島支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／12日（火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858　土肥支所☎（98）1111
天城湯ケ島支所☎（85）1111　中伊豆支所☎（83）1111

障害者福祉相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／25日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
サポートセンターゆめワーク☎（75）5600
伊豆医療福祉センター☎055（949）1418

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／9日（土）13時～15時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

消費者相談（随時受付）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき／平日9時～16時　※木曜日は消費生活相談員駐在
ところ／市民課（本庁）・各支所
問合せ／市民課☎（72）9858

※緊急の場合は１１９

11月
休日当番医

 3日 修善寺クリニック（柏久保）☎（72）7272 
 4日 ＪＡ静岡厚生連リハビリテーション中伊豆温泉病院
　　　　　　　　　　  （上白岩）☎（83）3333 
 10日 村田内科クリニック（伊豆の国市吉田）☎（76）8866 
 17日 青山内科クリニック（加殿）☎（74）2111 
 23日 小山田医院（修善寺）☎（72）3125 
 24日 紀平クリニック（柏久保）☎（72）5521

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　10日(日)14時～14時30分
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  6日(水)・20日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　9日・23日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　14日・28日(木)14時～14時30分
★おはなしかい(天城)4歳～小学低学年
　16日(土)10時30分～11時
★うりぼうおはないかい(天城)0歳～3歳
　 14日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　9日・23日(土)10時30分～11時

11
1日～10日　大日如来坐像特別展観（有料）

　　　　　　　　　　　　　　／修禅寺・宝物館

１日～30日　伊豆まるごとTO-JI博覧会／市内各所

７日～９日　桂谷八十八ヶ所巡礼／修善寺温泉場周辺

11月の毎土・日・月曜日、祝日

　天城越え紅葉まつり／天城山隧道（旧天城トンネル）

上旬～中旬　天城越え紅葉まつり／道の駅天城越え

16日～１７日　手づくり市in修禅寺／修禅寺ほか

16日～１２月８日　もみじまつり／修善寺もみじ林

中旬～１２月上旬　キウイフルーツ狩り／下船原

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

２１日～１２月１日　もみじライトアップ／虹の郷

２２日～１２月２日　修禅寺庭園～東海第一園～

　　　　　　　　　　　　秋の特別公開／修禅寺

23日　紅葉サイクリング／サイクルスポーツセンター

下旬～１２月上旬　銀河バスツアー／土肥

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～10日　大日如来坐像特別展観（有料）

　　　　　　　　　　　　　　／修禅寺・宝物館

１日～30日　伊豆まるごとTO-JI博覧会／市内各所

７日～９日　桂谷八十八ヶ所巡礼／修善寺温泉場周辺

11月の毎土・日・月曜日、祝日

　天城越え紅葉まつり／天城山隧道（旧天城トンネル）

上旬～中旬　天城越え紅葉まつり／道の駅天城越え

16日～１７日　手づくり市in修禅寺／修禅寺ほか

16日～１２月８日　もみじまつり／修善寺もみじ林

中旬～１２月上旬　キウイフルーツ狩り／下船原

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

２１日～１２月１日　もみじライトアップ／虹の郷

２２日～１２月２日　修禅寺庭園～東海第一園～

　　　　　　　　　　　　秋の特別公開／修禅寺

23日　紅葉サイクリング／サイクルスポーツセンター

下旬～１２月上旬　銀河バスツアー／土肥

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

1日～10日　大日如来坐像特別展観（有料）

　　　　　　　　　　　　　　／修禅寺・宝物館

１日～30日　伊豆まるごとTO-JI博覧会／市内各所

７日～９日　桂谷八十八ヶ所巡礼／修善寺温泉場周辺

11月の毎土・日・月曜日、祝日

　天城越え紅葉まつり／天城山隧道（旧天城トンネル）

上旬～中旬　天城越え紅葉まつり／道の駅天城越え

16日～１７日　手づくり市in修禅寺／修禅寺ほか

16日～１２月８日　もみじまつり／修善寺もみじ林

中旬～１２月上旬　キウイフルーツ狩り／下船原

21日　修禅寺弘法市／修禅寺

２１日～１２月１日　もみじライトアップ／虹の郷

２２日～１２月２日　修禅寺庭園～東海第一園～

　　　　　　　　　　　　秋の特別公開／修禅寺

23日　紅葉サイクリング／サイクルスポーツセンター

下旬～１２月上旬　銀河バスツアー／土肥

　　　　　　問合せ／伊豆市観光協会☎（85）1883

　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※祝日は除きます。
※『修善寺子育て支援センター』と『すいすい』は、９時～１５時

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

 園庭開放 　　実施日
 修善寺東保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　　　実施日
のびのびくらぶ（湯ケ島幼稚園子育て支援センター） 毎週月～金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
ちびっこサロン（中伊豆保健センター） 毎週月・火曜日
ちびっこサロンわらぼ（原保保育園） 毎週水・木・金曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 毎週月・金曜日
修善寺子育て支援センター（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
子育て支援センター『すいすい』（認定こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日

遊びに
きてね！
遊びに
きてね！



みんなの掲示板みんなの掲示板

とき・ところ／10月26日（土）・生きいきプラザ
内容／式典、社会福祉関係団体の出展、太鼓・バ
ンド演奏、起震車体験、食べ物の出店、綿菓子（無
料）、風船の配布、もちまき、お菓子まき　など
タイムスケジュール／
①9時30分　式典、社会福祉功労表彰
②式典終了後　なごみ太鼓 喜楽
③10時10分ごろ～　出展ブース開始
④12時　お菓子まき
⑤12時15分ごろ　サーティーンボーイズ（バンド）
⑥14時　閉会、もちまき
問合せ／伊豆市社会福祉協議会☎（83）3013

❖伊豆市社会福祉大会に
ご来場ください

　スロートレーニングとは、ヨガやストレッチな
どをゆっくりと行う運動で体幹部を鍛えます。
　ゆがみを直して健康な体をつくります。
とき／10月7日・21日・28日、11月4日・11日・18
日・25日、12月2日・9日・16日（月）19時～21時
ところ／生きいきプラザ
持ち物／タオル、飲み物、ヨガマット、ボール
※貸し出し用のマット、ボールは用意します。
受講料／３，０００円　
※お休みになった場合でも返却しません。
運営費／年間1,000円（新規のみ・保険料含む）
その他／体験したい人は1回500円で参加でき
ます。
申込み・問合せ／総合型地域スポーツクラブア
ルテ伊豆☎（７２）５９３５　

❖第3期スロートレーニング教室
随時受け付けています！！

❖駿豆線沿線魅力めぐり
ウォーキング（ＪＲさわやかウォーキング）

❖東海税理士会三島支部からの
お知らせ（無料相談・映画上映会）

とき／11月7日（木）・13日（水）・21日（木）・27
日（水）いずれも13時30分～16時（全４回）
ところ／中郷文化プラザ（三島市梅名353-1）
内容／
○こころの病を理解する
○家族の対応の仕方と医療機関との付き合い方
○家族と本人を支える地域の社会資源と制度、
　家族の体験談
○薬との付き合い方
対象／
○県東部市町に在住または通勤している、ここ
　ろの病（主に統合失調症）を抱える人のご家族
○原則として4回すべての講座を受講できる人
その他／先着30人です。11月6日（水）までに電
話でお申し込みください。
申込み・問合せ／県東部健康福祉センター福祉
課☎055（920）2087

❖水陸両用で子どもの運動神経を育む
『伊豆っちクラブ』始まる！！

■昼の部
　とき／14時30分～16時
　ところ／修善寺農村環境改善センター
　開催日／10月4日・11日・18日・25日、11月8
　日・15日・22日、12月6日・13日・20日（金）
■夜の部
　とき／19時～20時30分
　ところ／生きいきプラザ
　開催日／10月2日・9日・16日・23日、11月6日・
　13日・20日、12月4日・11日・18日（水）
参加費／昼・夜ともに10回3,000円、１回500円
持ち物／厚めの敷物(ヨガマット)
ボール代／１球１，０００円
その他／体験、見学できます。
※体験には、参加費500円とボール2個のリース
　代が100円掛ります。
申込み・問合せ／ＮＰＯ法人伊豆市体育協会
☎（72）5935

❖第3期JSAエクササイズ教室
随時受け付けています！！

❖家族のための精神保健福祉講座

　子どもの発育にはもちろん、産後ママのボデ
ィケアや体力づくり、働き盛りのパパの健康管
理にも効果的です。
とき・対象／
第1・3木曜日…1歳半～3歳（未就園児）
第2・4木曜日…6カ月～1歳
〇10時30分～11時…陸で親子運動　
〇11時15分～11時45分…水中で親子運動
ところ／中伊豆温水プールふれっぷ
料金／1,000円（入場料込み）
持ち物／室内シューズ（子どもは、はだしでも
可）、飲み物、汗ふきタオル、着替え、ヨガマット
または大きめのタオル、水着、水泳キャップ、お
むつ　など
講師／水野 かおる、水野 里美
（健康運動指導士・伊豆スイムサポートスタッフ）
問合せ／中伊豆温水プールふれっぷ
☎（72）7575

　伊豆箱根鉄道駿豆線沿線の市町と協力し、沿
線の魅力を満喫できるウォーキングを開催しま
す。各コースともに、観光施設の割引やおもて
なしのサービスなどがあります。また全4回のう
ち2回以上参加するとオリジナルグッズをプレゼ
ント！ぜひご参加ください。
各コース受付時間／スタート8時30分～11時、
ゴール15時30分まで
■10月6日（日）　源氏再興旗上げの古刹『高
源寺』と『仏の里』めぐりウォーク
　コース／約10Km（約2時間30分）
　JR函南駅(スタート)→不動滝→高源寺→神原
　七観音→西國三十三観音霊場→かんなみ仏の
　里美術館→春日神社→大場駅東口(ゴール)
■10月19日（土）
秋の狩野川リバーサイドウォーク
　コース／約12Km（約2時間40分）
　韮山時代劇場（韮山駅東口）(スタート)→守
　山西公園→狩野川リバーサイドパーク→小坂
　みかん狩り共同農園→『IZU WORLDみんな
　のHawaiians・道の駅伊豆のへそ』→狩野川
　公園→万福百笑の湯(ゴール)→大仁駅　
■11月23日（土・祝）
食と電車のフェスタウォーク
　コース／約11Km（約2時間25分）
　三島田町駅(スタート)→温水池→ＳＢＳマイホ
　ームセンター→伊豆箱根鉄道本社（いずはこ
　ねふれあいフェスタ会場）→南二日町グラウ
　ンド→三嶋大社（三島フードフェスティバル会
　場）→三島田町駅(ゴール)
■12月7日（土）　修善寺もみじウォーキング
　コース／Ａコース…約14Km（約3時間40分）
　Ｂコース…約8.5Km（約2時間10分）
　修善寺駅(スタート)→修善寺総合会館→修善
　寺自然公園→修善寺虹の郷（有料オプション）
　→湯舟口→奥の院（Aコースのみ）→独鈷の
　湯公園(ゴール)→修善寺温泉場バス乗り場→
　（路線バス）→修善寺駅
問合せ／伊豆箱根鉄道（株）鉄道部運輸課
☎055（977）1207

■税理士による無料税務相談（要予約）
　とき／10月9日（水）・16日（水）13時～15時
　ところ／東海税理士会三島支部
　（三島市大宮町3-20-21）

■税を考える週間事業・映画『マルサの女』上映
　（入場無料）
　とき／11月3日（日・祝）9時30分～12時
　ところ／三島市民生涯学習センター
　（三島市大宮町3-20-21）
　対象・定員／中高生から成人・150人
　その他／事前申し込みは不要ですが、当日先
　着順で定員になり次第、締め切ります。

問合せ／東海税理士会三島支部
☎055（972）1668



❖秋の味覚を満喫
～きのこ祭（入場無料）～

募集職種／生活支援員
募集人員／2人
募集資格／昭和62年4月2日以降に生まれ、短
大程度を卒業した人（平成26年3月卒業見込み
の人を含む）
募集期限／10月25日（金）まで
その他／詳細はお問い合わせください。
問合せ／駿豆学園☎（99）0248

❖忙しいあなたにオススメ
ご存じですか？マンモグラフィーサンデー

❖江川文庫資料重要文化財指定
記念シンポジウム（入場無料）
　『伊豆のダ・ヴィンチ　江川太郎左衛門の理系
力』をテーマに、パネリストの基調講演とシンポ
ジウムを行います。
とき／11月2日（土）9時30分～12時20分
ところ／韮山時代劇場（伊豆の国市四日町772）
出演者／パネリスト：中村士さん（帝京平成大
学）、岡部幹彦さん（文化庁主任文化財調査
官）、ナビゲーター：江川洋さん（江川文庫）
問合せ／県教育委員会文化財保護課
☎054（221）3159

　世界遺産に登録された富士山を、紅葉を楽
しみながらハイキングしませんか。
とき／ 11 月10日（日）
集合／ 6 時土肥松原公園、6 時 50 分白岩の
湯、7時修善寺駅、7時 40分三島駅集合
目的地／富士山二ッ塚（歩行 3時間 30分）
参加費／大人 3,000 円、小中学生 1,500 円
募集人員／ 90 人（伊豆市内および近隣の人）
申込み・問合せ／伊豆市ハイキング連盟 竹端
☎・FAX（83）4512　木村☎・FAX（72）1232

　全国地域安全運動期間中（10月11日～10月20
日）の事業として、『安全安心フェア』を開催しま
す。多くの皆さんのご来場をお待ちしています。
とき／10月14日(月・祝)11時30分～
ところ／伊豆箱根鉄道駿豆線　伊豆長岡駅
内容／○警察官の制服を着て写真が撮れるよ！
○白バイまたはパトカーに乗ってみよう！
○警察音楽隊の演奏もあるよ！（12時30分～13時）
問合せ／大仁警察署☎（76）0110

❖『テラブレーションin 伊豆・語り
マラソン』開催（参加無料）

❖駿豆学園
平成26年4月採用職員募集

❖十三夜お月見コンサート
琵琶や尺八、和太鼓の競演を楽しんで！

❖あなたの力を国のために！
防衛省自衛隊の各種試験

❖市民ハイキング参加者募集
（伊豆市ハイキング連盟主催）

❖全国地域安全運動事業
『安全安心フェア』を開催します

　『かたりいず』誕生10周年を記念して、『語り
マラソン』を開催します（会場出入りは自由）。
とき／11月20日(水)10時～16時
ところ／生きいきプラザ
内容／伊豆・日本・外国の昔話、グリム、文学、創
作、随筆、自作などを台本なしで語ります。プロ
グラムなしの自由参加で、リレーで進めます。
実演者／『かたりいず』メンバー＆飛び入り参加者
問合せ／『かたりいず』代表　上原 佐恵子
☎（83）3852

とき／ 10 月19日（土）
受け付け開始：17時～、開演：19時～
ところ／伊豆月ヶ瀬梅林
入場料／前売りチケット1,000 円
（全席自由・駐車場無料）
チケット販売／梅びとの郷、セブンイレブン大
仁東店
その他／雨天の場合は天城会館にて行います。
会場の変更は当日の朝に決定します。
問合せ／伊豆月ヶ瀬組合☎（85）0480

募集内容／陸上自衛隊高等工科学校生徒
①推薦採用試験　②一般採用試験
応募資格／中学校卒（見込含む）17歳未満の男
子（平成26年4月1日現在）
受付期間／①11月1日（金）～12月6日（金）
②11月1日（金）～平成26年1月10日（金）
試験日／①平成26年1月11日（土）～1月13
（月・祝）のうち1日　②平成26年1月18日（土）
問合せ／自衛隊静岡地方協力本部
三島募集案内所☎055（989）9111

とき／１１月３日（日・祝）９時～１４時※小雨決行
ところ／虹の郷 駐車場
内容／生・干しシイタケなど伊豆特産品の展示
即売、焼きシイタケ・シイタケ炊き込みご飯など
の料理試食、天城連峰太鼓演奏、izuオカリナサ
ークル（風の音）の演奏など
駐車場／虹の郷の駐車場をご利用ください。
※当日の駐車料金は無料です。
問合せ／静岡県きのこ総合センター振興協議会
☎（72）1135

❖TDSフェスティバルを開催
（田方自動車学校主催）
とき／11月3日（日・祝）10時～15時
ところ／田方自動車学校（函南町間宮489-1）
内容／各種ステージパフォーマンス（ご当地ユ
ニットオレンジポート＆AR,Z、田方農業高等学
校吹奏楽部演奏、飛龍高等学校和太鼓部演奏、
マジック不思議屋、パワフルキッズ）
豪華賞品が当たる抽選会
その他／入場無料、申し込み不要です。当日は、
できるだけ公共交通機関をご利用ください。
問合せ／田方自動車学校☎055（978）2452

　ジャパン・マンモグラフィ－サンデーとは、仕事
が忙しいなど乳がん検診を受けられない人が、
日曜日にマンモグラフィー検査を受けられるよ
うにしている活動です。ぜひご利用ください。
とき／１０月20日（日）9時～11時
ところ／伊豆保健医療センター
定員／先着20人※要事前予約
その他／市で実施している乳がん検診も対象
になります。詳細はお問い合わせください。
問合せ／伊豆保健医療センター☎（７６）６８２０

❖伊豆市の『こころの風景』を
NHKから発信しよう！
　ＮＨＫ－ＢＳプレミアムでは、日本人の『こころ』
に迫る『にっぽん縦断こころ旅』を放送していま
す。9月から秋の旅が始まり、北海道から東北・関東
そして静岡県と移動し、愛知県を目指します。皆さ
んの心にある忘れられない風景や景色を、エピソ
ードを添えて、12月24日（火）までに、お手紙でご
紹介ください。寄せられたお便りを元に、旅人『俳
優・火野正平』が、『こころの風景』を訪ねます。
※市役所本庁・各支所には、応募用紙もあります。
問合せ／ＮＨＫふれあいセンター☎0570（266）066

❖第9回伊豆市テニス選手権
出場者募集！
とき／①壮年男子（50歳以上）　②初心者男女
　（高校生を除く）…10月20日（日）
③一般男女…11月3日（日・祝）※いずれも雨天中止
ところ／狩野川公園テニスコート（砂入人工芝）
種目／ダブルス
参加費／1組3,000円
申込み／10月18日（金）必着で、下記へ郵送ま
たは加盟団体にお申し込みください。
問合せ／〒410-2411　伊豆市熊坂66
伊豆市テニス協会　足立 仁　☎（72）1909
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